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※
は
じ
め
に
、
一
、
二
、
三
、【
浅
野
家
文
書
目
録
】（
一
）
は
前
稿
一
に
掲
載
。

　

前
稿
か
ら
引
き
続
き
、
備
中
国
小
田
郡
笠
岡
村
浅
野
家
文
書
二
の
史
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紹
介
を

行
い
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本
校
末
尾
に
続
編
の
目
録
（
二
）
を
掲
載
す
る
。
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東
野
将
伸
「
備
中
国
小
田
郡
笠
岡
村
浅
野
家
文
書
目
録
・
史
料
紹
介
―
経
済
・
流
通
・

キ
リ
ス
ト
教
―
（
一
）」（『
岡
山
大
学
大
学
院
社
会
文
化
科
学
研
究
科
紀
要
』
五
三
、
二

〇
二
二
年
）。

二　

浅
野
家
文
書
は
東
野
が
古
書
店
よ
り
購
入
し
、
研
究
室
に
て
保
管
し
て
い
る
。

四
　
史
料
紹
介
②
―
浅
野
家
の
日
記

　

浅
野
家
文
書
に
は
、
①
浅
野
家
文
書
六
（
明
治
一
〇
年
一
月
～
同
一
一
年
六

月
三
「
日
誌
」、筆
者
：
浅
野
）・
②
一
一
（
明
治
一
一
年
七
月
～
同
一
六
年
八
月
「
日

記
」、
筆
者
：
浅
野
富
二
四
）・
③
一
二
（
明
治
一
五
年
～
同
一
六
年
一
月
「
日
記
」、

筆
者
：
浅
野
富
平
〈
三
世
ヵ
〉）
が
残
存
し
て
お
り
、
明
治
前
期
の
浅
野
家
の
動

向
や
地
域
の
状
況
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
①
の
筆
者
は
「
浅
野
」
と
し
か
な
い

が
、
②
と
筆
跡
が
同
じ
で
あ
り
記
載
の
時
期
も
継
続
し
て
い
る
た
め
、
浅
野
富
二

が
筆
者
で
あ
る
と
み
ら
れ
る
。

　

浅
野
富
二
に
つ
い
て
は
、
②
以
外
の
史
料
で
最
も
早
い
も
の
だ
と
明
治
一
六
年

に
確
認
で
き
（
浅
野
四
〇
―
六
三
）、
五
世
浅
野
富
平
（
も
と
の
名
前
は
理
三
郎
）

は
同
一
九
年
に
浅
野
家
に
養
子
入
り
し
た
人
物
で
あ
る
た
め
五
、
こ
の
両
者
は
同

一
人
物
で
は
な
い
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
ま
た
、
史
料
中
に
は
「
浅
野
富
治
」

と
い
う
人
物
の
名
前
が
た
び
た
び
み
ら
れ
、
音
の
一
致
か
ら
富
二
と
同
一
人
物
で

三　
�

前
掲
註
一
拙
稿
の
目
録
で
は
、
明
治
一
〇
年
一
月
～
六
月
の
日
付
の
も
の
と
し
て
い
た

が
、
同
一
一
年
六
月
ま
で
記
載
さ
れ
て
お
り
、
訂
正
し
て
お
き
た
い
。

四　

�

前
掲
註
一
拙
稿
の
目
録
で
は
、作
成
者
が
「
中
西
料
石
」
と
な
っ
て
い
る
が
、こ
れ
は
「
日

記
」
最
末
尾
に
書
か
れ
て
い
た
京
都
町
人
の
名
前
で
あ
る
。
同
史
料
の
一
丁
目
に
は
「
此

日
記
富
二
用
」
と
あ
り
、
筆
者
は
浅
野
富
二
で
あ
る
た
め
、
訂
正
し
て
お
き
た
い
。

五　

�「
浅
野
富
平
」（
岡
山
県
歴
史
人
物
事
典
編
纂
委
員
会
編
『
岡
山
県
歴
史
人
物
事
典
』
山

陽
新
聞
社
、
一
九
九
四
年
所
収
、
谷
口
靖
彦
執
筆
〈
二
五
頁
〉）
を
参
照
。

備
中
国
小
田
郡
笠
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村
浅
野
家
文
書
目
録
・
史
料
紹
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ス
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教
―
（
二
）

�
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四
世
浅
野
富
平
は
明
治
三
六
年
に
死
去
し
て
お
り
七
、
明
治
一
六
年
時
点
で
老
い

や
体
調
不
良
の
た
め
以
降
の
日
記
も
書
け
な
く
な
っ
て
い
る
状
態
に
あ
る
と
は
考

え
に
く
い
。
そ
の
た
め
、
③
の
浅
野
富
平
は
三
世
富
平
で
あ
る
可
能
性
を
想
定
す

べ
き
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

　

た
だ
し
、
四
世
浅
野
富
平
・
五
世
浅
野
富
平
（
理
三
郎
）
以
外
に
浅
野
家
内
で

重
要
な
役
割
を
担
っ
た
別
人
（「
富
治
」「
富
二
」）
が
い
た
可
能
性
も
完
全
に
は

否
定
で
き
ず
、
ま
た
三
世
浅
野
富
平
に
つ
い
て
の
情
報
や
、
四
世
浅
野
富
平
の
家

督
継
承
時
期
な
ど
に
つ
い
て
も
不
明
な
点
が
多
い
。
そ
の
た
め
、
現
時
点
で
の
推

測
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
②
の
筆
者
の
「
浅
野
富
二
」
は
浅
野
家
の
経

営
に
と
っ
て
重
要
な
役
割
を
担
っ
た
人
物
で
、「
浅
野
富
治
」
と
同
一
人
物
で
あ
り
、

お
そ
ら
く
は
四
世
浅
野
富
平
の
こ
と
で
あ
る
と
み
て
お
き
た
い
。

　

以
上
の
①
②
③
の
日
記
は
い
ず
れ
も
一
日
ご
と
に
記
載
さ
れ
て
お
り
、
天
気
や

風
向
き
に
加
え
て
浅
野
家
の
人
物
の
動
静
や
世
情
に
つ
い
て
書
か
れ
て
い
る
場
合

も
あ
り
、
あ
る
程
度
の
情
報
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

一
例
と
し
て
、
①
の
明
治
一
〇
年
一
月
～
二
月
頃
の
内
容
か
ら
、「
浅
野
」（
四

世
浅
野
富
平
と
み
ら
れ
る
）
の
移
動
の
様
子
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。
明
治
九
年

末
か
ら
翌
年
一
月
に
か
け
て
、「
浅
野
」
は
兵
庫
・
大
阪
付
近
に
滞
在
し
て
い
た

よ
う
で
あ
り
、
明
治
一
〇
年
元
日
に
は
「
住
吉
様
」
へ
参
詣
し
て
い
る
こ
と
が
記

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
前
日
に
は
「
大
西
屋
へ
戻
り
」
と
あ
り
、
こ
の
「
大
西
屋
」

は
浅
野
家
文
書
で
多
く
確
認
で
き
る
大
坂
西
横
堀
新
天
満
橋
東
詰
の
問
屋
で
あ
る

大
西
利
作
を
指
す
と
み
ら
れ
る
た
め
、「
住
吉
様
」
は
大
阪
の
住
吉
大
社
を
指
し

七　
「
浅
野
富
平
」（
前
掲
註
五
『
岡
山
県
歴
史
人
物
事
典
』
所
収
）
を
参
照
。

あ
る
可
能
性
が
高
い
と
み
ら
れ
る
。
浅
野
富
治
の
名
前
は
明
治
二
十
年
代
前
半
に

も
確
認
で
き
、
同
二
二
年
に
は
理
三
郎
（
五
世
浅
野
富
平
）
か
ら
「
父
上
」
宛
て

に
書
状
が
送
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
書
状
が
入
っ
て
い
た
封
筒
の
宛
名
は
大
坂
の
大

西
利
作
方
に
逗
留
し
て
い
る
「
浅
野
富
治
」
で
あ
り
（
浅
野
三
九
―
九
七
）六
、
父

上
＝
四
世
浅
野
富
平
＝
浅
野
富
治
と
み
る
こ
と
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
明
治

二
〇
年
代
に
上
州
群
馬
な
ど
で
養
蚕
の
勉
強
を
し
て
い
た
北
村
隆
（
た
か
）
か
ら
、

浅
野
家
へ
の
手
紙
が
ほ
ぼ
同
時
期
に
浅
野
富
平
・
浅
野
富
治
の
ど
ち
ら
の
宛
名
で

も
送
ら
れ
（
浅
野
三
六
―
五
九
、同
三
八
―
九
九
な
ど
）、両
者
と
も
に
「
叔
父
上
」

と
表
現
さ
れ
て
お
り
、
内
容
か
ら
も
両
者
が
別
人
と
は
考
え
に
く
い
。
こ
れ
ら
の

こ
と
か
ら
、
浅
野
富
二
（
富
治
）
は
四
世
浅
野
富
平
と
同
一
人
物
で
あ
る
と
み
ら

れ
る
。

　

な
お
、
③
の
筆
者
は
「
浅
野
富
平
」
で
あ
る
が
、
②
と
③
に
は
重
複
す
る
時
期

が
あ
り
、
内
容
か
ら
別
人
が
書
い
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
た
め
、
①
②
の
筆
者
が

四
世
浅
野
富
平
で
あ
る
な
ら
ば
、
③
の
筆
者
は
四
世
富
平
で
は
な
い
こ
と
に
な
る
。

③
は
前
半
が
明
治
一
五
年
～
同
一
六
年
一
月
一
日
ま
で
の
日
記
、
空
白
の
丁
を
挟

ん
で
後
半
が
明
治
一
五
年
の
買
物
入
費
な
ど
、
あ
る
程
度
雑
多
な
内
容
で
あ
る
。

前
半
の
日
記
部
分
の
最
後
の
頁
に
は
、「
最
早
老　

及
ヒ
病
気
ニ
而
手
足
」
と
記

さ
れ
て
お
り
、
文
章
が
途
中
で
途
切
れ
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
が
、
筆
者
が
高
齢

か
つ
病
気
の
た
め
身
体
に
不
調
を
生
じ
て
い
た
様
子
が
う
か
が
え
る
。
た
だ
し
、

六　

�

こ
の
封
筒
に
は
差
出
人
名
が
書
か
れ
て
お
ら
ず
、「
備
中
笠
岡　

浅
野
富
平
」
の
印
が
捺

さ
れ
て
い
る
が
、
笠
岡
の
浅
野
家
か
ら
送
っ
た
こ
と
を
示
す
た
め
に
こ
の
印
が
捺
さ
れ

た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
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そ
の
後
、
二
月
一
日
か
ら
九
日
ま
で
関
西
に
滞
在
し
た
後
、
九
日
午
後
六
時
に

神
戸
か
ら
出
帆
し
、
翌
日
の
午
前
二
時
に
岡
山
に
到
着
し
て
い
る
。
午
前
七
時
に

は
岡
山
を
出
立
し
、
途
中
庭
瀬
に
て
「
一
休
」
し
た
後
、
午
後
四
時
に
笠
岡
へ
帰

宅
し
て
い
る
。
一
〇
日
～
一
三
日
ま
で
は
日
記
の
記
述
も
多
く
、
一
二
日
は
早
天

か
ら
「
東
江
原
」（
岡
山
県
後
月
郡
東
江
原
）
の
田
中
荘
造
を
訪
ね
て
お
り
、
一

月
と
は
違
っ
て
帰
宅
後
も
多
忙
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
一
四
日
～
一
六
日
は
日

記
の
記
述
が
少
な
い
が
、
一
六
日
に
は
「
九
州
筋
不
穏
之
風
聞
」
を
聞
い
て
お
り
、

こ
れ
は
一
月
末
頃
か
ら
の
西
南
戦
争
を
指
す
と
み
ら
れ
る
。
そ
の
後
、
二
〇
日
に

は
「
天
神
」（
笠
岡
周
辺
ヵ
）
に
て
住
吉
丸
に
乗
り
、
翌
日
出
帆
し
て
い
る
。
し

か
し
、
こ
の
航
海
は
順
調
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
り
、「
東
風
」、「
嵐
」
な
ど

の
記
述
が
あ
り
、「
ム
ク
ジ
」（
六
口
島
ヵ
）、
下
津
井
、
直
島
、「
手
島
」（
豊
島
ヵ
）

へ
寄
っ
て
い
る
。
二
四
日
に
は
「
西
風
」
と
な
っ
た
た
め
出
発
し
た
が
、
赤
穂
沖

で
「
ア
ナ
ジ
」（
北
西
風
）
が
吹
い
た
た
め
、「
室
ノ
越
」（
室
津
ヵ
）
へ
寄
っ
て

い
る
。
そ
の
後
、
二
五
日
に
は
明
石
な
ど
を
経
由
し
て
、
兵
庫
に
到
着
し
た
よ
う

で
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
明
治
一
〇
年
一
月
～
二
月
に
か
け
て
の
「
浅
野
」
の
移
動
に

つ
い
て
み
て
き
た
が
、
数
日
か
ら
十
数
日
滞
在
し
た
後
、
関
西
と
笠
岡
の
間
を
行

き
来
し
て
お
り
、
順
調
な
場
合
は
一
日
、
風
向
き
や
嵐
な
ど
に
よ
っ
て
は
四
～
五

日
移
動
に
費
や
し
て
い
る
。
大
阪
で
は
「
大
西
屋
」
が
拠
点
の
一
つ
で
あ
っ
た
よ

う
で
あ
る
。「
浅
野
」
は
関
西
・
岡
山
・
笠
岡
に
て
精
力
的
に
活
動
し
て
い
る
様

子
が
み
て
と
れ
、
関
西
で
は
汽
車
も
度
々
利
用
し
て
い
る
。

　

今
後
、
①
～
③
の
日
記
に
み
ら
れ
る
人
物
や
地
名
を
精
査
し
、
内
容
全
体
を
読

て
い
る
と
み
ら
れ
る
。
同
社
は
航
海
の
安
全
を
司
っ
て
お
り
八
、
他
の
廻
船
業
者

と
同
様
に
、「
浅
野
」
も
航
海
の
無
事
を
祈
っ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
同
日
に
参

詣
を
終
え
て
大
西
屋
へ
再
び
戻
っ
た
後
に
は
、「
汽
車
」
に
て
移
動
し
て
お
り
、

そ
の
翌
日
に
は
大
豆
の
取
引
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
一
月
七
日
に
は
兵
庫
よ
り

汽
車
に
て
商
人
と
み
ら
れ
る
人
物
（
□
＋
ヤ
）
が
大
西
屋
へ
来
て
お
り
、
創
業
間

も
な
い
鉄
道
が
使
用
さ
れ
て
い
る
様
子
が
た
び
た
び
う
か
が
え
る
。

　

一
月
一
五
日
に
「
浅
野
」
は
大
西
屋
を
発
っ
て
午
後
二
時
に
船
へ
乗
り
込
み
、

一
六
日
午
前
五
時
に
は
岡
山
に
到
着
し
て
い
る
。
そ
の
後
庭
瀬（
岡
山
県
賀
陽
郡
）

に
て
朝
食
を
摂
り
、
そ
こ
か
ら
笠
岡
に
向
か
い
、
午
後
二
時
に
帰
宅
し
て
い
る
。

岡
山
か
ら
笠
岡
ま
で
の
四
十
数
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
を
、
移
動
手
段
（
徒
歩
・
馬
・

駕
籠
の
い
ず
れ
か
ヵ
）
は
定
か
で
は
な
い
が
九
時
間
以
内
で
移
動
し
て
い
た
。
帰

宅
し
て
数
日
は
日
記
の
記
事
も
少
な
く
、
休
養
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。
そ
の
後
、

二
五
日
頃
か
ら
日
記
の
記
述
が
増
え
始
め
、
二
八
日
朝
に
は
「
出
帆
」
と
あ
る
よ

う
に
笠
岡
か
ら
船
に
乗
り
、
二
九
日
午
後
一
一
時
に
兵
庫
へ
到
着
し
て
い
る
。
翌

日
の
三
〇
日
に
は
汽
車
に
て
大
阪
へ
向
か
っ
て
お
り
、
立
ち
寄
っ
た
大
西
屋
に
て

「
田
口
様
」
か
ら
の
書
状
を
受
け
取
っ
た
よ
う
で
あ
る
。「
田
口
様
」
は
備
中
一
橋

領
の
最
後
の
代
官
で
あ
っ
た
田
口
泉
助
（
重
親
）
を
指
す
と
み
ら
れ
九
、
浅
野
家

文
書
に
も
同
人
か
ら
の
書
状
が
複
数
み
ら
れ
る
（
浅
野
二
八
―
一
、
同
四
一
―
六

五
な
ど
）。

八　

�

森
本
幾
子
『
幕
末
・
明
治
期
の
廻
船
経
営
と
地
域
市
場
』（
清
文
堂
出
版
、
二
〇
二
一
年
）

第
九
章
・
第
一
〇
章
を
参
照
し
た
。

九　

�

井
原
市
史
編
纂
委
員
会
編
『
井
原
市
史
Ⅰ
』（
井
原
市
史
、
二
〇
〇
五
年
）
近
世
編
第
一

章
第
四
節
を
参
照
。
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山
大
学
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化
科
学
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紀
要
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二
二
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十
二
）
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明
治
二
九
年（
一
八
九
六
）八
月「
岡
山
英
学
校
概
況
及
希
望�

岡
山
英
学
校
規
則
」

（
岡
山
県
立
図
書
館
所
蔵
）
に
岡
山
英
学
校
の
概
要
が
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ

の
史
料
を
主
に
参
照
し
そ
の
概
要
を
述
べ
る
。
岡
山
英
学
校
は
学
資
な
き
青
年
の

た
め
に
労
働
自
活
の
途
を
設
け
て
中
等
教
育
を
施
す
目
的
で
設
立
さ
れ
た
学
校
で

あ
る
。
岡
山
英
学
校
の
主
任
者
は
小
泉
土
之
丞
（
詳
細
不
明
）
で
あ
り
、
そ
の
設

立
に
は
賛
助
員
と
し
て
岡
山
孤
児
院
創
設
者
で
あ
る
石
井
十
次
一
二
や
、
賛
助
員

兼
教
師
と
し
て
岡
山
教
会
の
牧
師
で
あ
っ
た
安
部
磯
雄
一
三
な
ど
、
キ
リ
ス
ト
教

の
信
徒
ら
が
関
わ
っ
て
い
た
。開
校
は
明
治
二
九
年
一
月
一
七
日
と
考
え
ら
れ（
浅

野
三
七
―
六
九
）、
校
舎
は
少
林
禅
寺
（
現
在
の
岡
山
市
中
区
国
富
の
少
林
寺
）、

寄
宿
舎
は
大
福
寺
（
現
在
の
岡
山
市
中
区
御
成
町
の
大
福
寺
）
に
あ
っ
た
（
浅
野

三
七
―
六
九
）。
生
徒
は
一
五
～
二
〇
歳
で
、
身
体
強
壮
で
労
働
を
厭
わ
ず
、
ま

た
高
等
小
学
校
卒
業
も
し
く
は
試
験
（
読
書
や
算
術
な
ど
）
に
合
格
す
る
と
い
う

条
件
を
満
た
し
た
者
で
あ
り
、
三
～
五
年
間
岡
山
英
学
校
で
学
ん
だ
。
彼
ら
は
朝

早
く
起
床
し
、
そ
れ
か
ら
二
時
間
程
度
授
業
を
受
け
、
昼
間
は
六
時
間
か
ら
八
時

間
半
ほ
ど
労
働
す
る
と
い
う
生
活
を
送
っ
て
お
り
、
そ
の
労
働
の
種
類
は
花
莚
製

造
や
ネ
ル
織
、
活
版
等
で
あ
っ
た
。
費
用
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
入
学
の
際
に
全
員

技
術
見
習
い
中
の
費
用
と
し
て
金
五
円
を
納
付
す
る
必
要
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
後

は
授
業
料
・
食
費
・
寄
宿
料
は
必
要
な
く
、
ま
た
労
働
の
習
熟
の
程
度
に
応
じ
て

小
遣
い
銭
を
渡
す
こ
と
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

一
二　

�「
石
井
十
次
」（
前
掲
註
五
『
岡
山
県
歴
史
人
物
事
典
』
所
収
、
秋
山
和
夫
執
筆
〈
七
四

―
七
五
頁
〉）
を
参
照
。

一
三　

�「
安
部
磯
雄
」（
前
掲
註
五
『
岡
山
県
歴
史
人
物
事
典
』
所
収
、
難
波
俊
成
執
筆
〈
三
二

―
三
三
頁
〉）
を
参
照
。

み
解
い
て
い
く
こ
と
で
、
明
治
前
期
に
お
け
る
廻
船
業
者
の
取
引
関
係
や
移
動
の

様
子
に
つ
い
て
、
よ
り
深
く
知
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

五
　
史
料
紹
介
③
―
浅
野
家
と
キ
リ
ス
ト
教
信
徒
ら
に
よ
る
教
育
事
業

　

浅
野
家
文
書
に
は
キ
リ
ス
ト
教
の
信
徒
ら
と
の
交
流
に
関
す
る
史
料
が
多
く
含

ま
れ
て
お
り
、
浅
野
家
が
キ
リ
ス
ト
教
を
深
く
信
仰
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

近
世
か
ら
近
代
に
移
り
、
政
府
は
米
国
と
の
関
係
を
維
持
す
る
た
め
に
禁
教
で

あ
っ
た
キ
リ
ス
ト
教
の
信
仰
を
黙
許
し
、
こ
れ
に
よ
り
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
が
拡
大

し
た
一
〇
。
こ
の
キ
リ
ス
ト
教
の
博
愛
仁
慈
の
精
神
は
弱
者
・
貧
困
者
の
救
恤
を
促

し
、
キ
リ
ス
ト
教
が
隆
興
す
る
に
従
っ
て
よ
り
一
層
熱
烈
に
慈
恵
救
済
運
動
が
行

わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
教
育
普
及
や
児
童
愛
護
運
動
な
ど
の
社
会
事
業
が
行
わ
れ

た
一
一
。
こ
れ
は
近
代
日
本
に
お
い
て
も
例
外
で
は
な
く
、
キ
リ
ス
ト
教
の
伝
播
す

る
と
こ
ろ
に
は
必
ず
慈
善
救
済
事
業
が
随
伴
し
、
医
療
保
護
や
児
童
保
護
な
ど

様
々
な
社
会
事
業
が
行
わ
れ
、
そ
の
一
つ
に
教
育
も
あ
っ
た
。
浅
野
家
文
書
に
は

キ
リ
ス
ト
教
の
信
徒
ら
に
よ
る
教
育
事
業
に
関
わ
る
史
料
が
数
点
あ
っ
た
。
本
章

で
は
、
浅
野
家
文
書
の
史
料
に
記
載
の
あ
る
岡
山
英
学
校
と
山
陽
女
学
校
に
つ
い

て
、
浅
野
家
と
の
関
わ
り
と
共
に
紹
介
す
る
。

　

岡
山
英
学
校
に
つ
い
て
の
先
行
研
究
は
管
見
の
限
り
皆
無
に
等
し
い
。
し
か
し
、

一
〇　

�

生
江
高
之
「
第
三
章�

基
督
教
の
復
活
時
代
」（
同
著
『
戦
前
期�

社
会
事
業
基
本
文
献

集
㉝　

日
本
基
督
教
社
会
事
業
史
』（
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
、
一
九
九
六
年
、
六
三
―

七
二
頁
）。

一
一　

�

生
江
高
之
「
第
一
章�

総
説
」（
前
掲
註
一
〇
『
戦
前
期�

社
会
事
業
基
本
文
献
集
㉝　

日
本
基
督
教
社
会
事
業
史
』
一
―
一
五
頁
）
以
下
、
キ
リ
ス
ト
教
と
社
会
事
業
に
つ
い

て
の
記
述
は
同
文
献
に
よ
る
。



備
中
国
小
田
郡
笠
岡
村
浅
野
家
文
書
目
録
・
史
料
紹
介
　
　
東
野
将
伸
・
渡
世
理
彩

（5）

に
は
岡
山
英
学
校
の
様
子
を
伝
え
る
書
状
の
他
に
「
記
（
寄
付
金
の
領
収
証
）」

が
同
封
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
四
世
浅
野
富
平
は
岡
山
英
学
校
へ
五
円
を

寄
付
し
て
お
り
、
浅
野
家
は
岡
山
英
学
校
の
設
立
に
金
銭
の
援
助
を
通
し
て
関

わ
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　

次
に
山
陽
女
学
校
と
浅
野
家
の
関
わ
り
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。
山
陽
女
学
校
は

旧
制
の
私
立
女
子
中
等
教
育
学
校
で
あ
り
、
明
治
一
九
年
に
日
本
組
合
岡
山
教
会

の
信
徒
が
女
子
教
育
を
社
会
の
急
務
と
し
て
設
立
し
た
山
陽
英
和
女
学
校
が
前
身

で
、
経
営
困
難
と
な
り
内
容
を
多
少
変
更
し
て
校
名
を
山
陽
女
学
校
と
改
め
た
も

の
で
あ
る
一
五
。
浅
野
家
文
書
の
（
明
治
二
八
年
）
十
二
月
二
二
日
に
山
陽
女
学
校

の
幹
事
兼
舎
監
で
あ
っ
た
大
西
絹
一
六
よ
り
浅
野
富
平
に
送
ら
れ
た
書
状
（
浅
野

三
八
―
三
〇
）
に
は
、
富
平
に
対
し
て
山
陽
女
学
校
へ
の
六
月
以
降
分
の
寄
付
金

の
支
払
い
を
依
頼
す
る
旨
が
記
さ
れ
て
い
た
。
山
陽
女
学
校
は
前
述
の
通
り
経
営

に
困
難
を
生
じ
て
お
り
、
こ
の
史
料
に
も
年
末
に
際
し
て
会
計
に
大
い
に
困
難
が

生
じ
て
い
る
旨
の
記
述
が
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
書
状
に
は
「
証
」
が
同
封
さ
れ
て

お
り
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
四
世
富
平
は
明
治
二
八
年
の
一
月
か
ら
五
月
分
の
毎
月
寄

付
金
と
し
て
金
五
円
を
寄
付
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
四
世
富
平
は
、
経
営
が

困
難
で
あ
っ
た
山
陽
女
学
校
に
対
し
て
も
、
少
な
く
と
も
明
治
二
八
年
一
月
か
ら

五
月
ま
で
の
間
、
一
か
月
に
一
円
ず
つ
山
陽
女
学
校
へ
寄
付
し
て
い
た
よ
う
で
あ

る
。

一
五　

�「
山
陽
女
学
校
」（
岡
山
県
大
百
科
事
典
編
集
委
員
会
編
『
岡
山
県
大
百
科
事
典
』
上
巻
、

山
陽
新
聞
社
、
一
九
八
〇
年
所
収
、
上
代
晧
三
執
筆
〈
一
一
三
六
頁
〉）
を
参
照
。
以
下
、

山
陽
女
学
校
の
説
明
に
つ
い
て
は
、
同
文
献
に
よ
る
。

一
六　

�「
大
西
絹
」（
前
掲
註
五
『
岡
山
県
歴
史
人
物
事
典
』
所
収
、
井
久
保
伊
登
子
執
筆
〈
二

〇
〇
頁
〉）
を
参
照
。

　

浅
野
家
文
書
に
は
岡
山
英
学
校
に
関
す
る
史
料
が
二
点
あ
っ
た
。
一
点
目
は
明

治
二
八
年
一
二
月
一
八
日
に
宮
脇
茂
三
郎
よ
り
浅
野
富
平
に
送
ら
れ
た
書
状
（
浅

野
三
八
―
三
六
）
で
あ
る
。
差
出
人
の
宮
脇
茂
三
郎
は
阿
哲
郡
井
倉
村
に
お
け
る

地
主
兼
酒
屋
で
県
会
議
員
で
あ
り
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
で
あ
る
一
四
。
こ
の
史
料
に
よ

れ
ば
、
開
校
の
お
よ
そ
一
か
月
前
の
時
点
で
入
学
志
願
者
は
十
七
、
八
名
お
り
、

そ
の
中
に
は
九
州
や
東
山
道
の
辺
り
か
ら
来
る
者
も
い
た
よ
う
だ
。
こ
の
こ
と
か

ら
、
岡
山
英
学
校
は
開
校
以
前
か
ら
、
そ
の
存
在
が
岡
山
だ
け
で
な
く
そ
の
他
の

地
域
に
も
知
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
英
学
校
の
入
校
生
を
当
初
の

予
定
よ
り
増
員
し
、
五
〇
名
ま
で
引
き
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
準
備
し
て

い
た
こ
と
も
記
さ
れ
て
い
る
。
二
点
目
は
明
治
二
九
年
一
月
二
六
日
に
岡
山
英
学

校
の
主
任
者
で
あ
る
小
泉
土
之
丞
よ
り
四
世
浅
野
富
平
に
送
ら
れ
た
書
状
（
浅
野

三
七
―
六
九
）
で
あ
る
。
こ
の
史
料
に
よ
れ
ば
、
岡
山
英
学
校
の
開
校
当
時
の
生

徒
は
二
三
名
お
り
、
そ
の
内
一
八
名
が
前
述
し
た
大
福
寺
内
で
小
泉
土
之
丞
と
共

に
寄
宿
生
活
を
送
り
、
そ
の
他
五
名
は
孤
児
院
の
年
長
少
年
で
通
学
し
て
い
た
よ

う
だ
。
加
え
て
ま
だ
学
校
に
到
着
し
て
い
な
い
入
学
予
定
の
生
徒
が
七
、
八
名
お

り
、
一
月
中
に
合
計
で
三
〇
名
に
な
る
予
定
だ
と
の
記
述
が
あ
る
。
ま
た
、
生
徒

は
木
綿
織
り
や
花
莚
製
造
及
び
活
版
所
で
働
き
、
こ
の
時
点
で
二
か
所
の
活
版
所

と
生
徒
の
引
き
受
け
に
つ
い
て
相
談
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
岡

山
英
学
校
は
お
よ
そ
三
〇
名
の
生
徒
で
開
校
し
、
そ
の
開
校
後
も
職
員
に
よ
り
生

徒
の
労
働
の
場
の
確
保
の
た
め
の
交
渉
が
進
め
ら
れ
て
い
た
。
そ
し
て
こ
の
史
料

一
四　

�

工
藤
英
一
『
日
本
キ
リ
ス
ト
教
社
会
経
済
史
研
究
』（
新
教
出
版
社
、
一
九
八
〇
年
）

一
五
六
頁
。
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同
文
書
は
よ
り
豊
富
な
魅
力
と
可
能
性
を
有
し
て
い
る
こ
と
、
同
文
書
の
活
用
は

今
後
の
課
題
で
あ
る
点
を
明
記
し
て
、
稿
を
終
え
る
こ
と
と
し
た
い
一
七
。

【
浅
野
家
文
書
目
録
】（
二
）

〔
凡
例
〕

・�

よ
り
詳
細
な
目
録
を
作
成
し
て
い
る
が
、
紙
幅
の
都
合
か
ら
一
部
の
項
目
を
削

除
・
統
合
し
て
い
る
。

・�

原
則
と
し
て
、
目
録
上
の
表
記
に
は
常
用
漢
字
を
用
い
、
異
体
字
・
変
体
仮
名
・

旧
字
体
な
ど
は
適
宜
改
め
た
。

・�

標
題
に
つ
い
て
は
、
原
標
題
が
あ
る
場
合
に
は
そ
の
ま
ま
記
し
、
原
標
題
が
な

い
場
合
に
は
〔　
　

〕
に
て
適
切
な
標
題
を
加
筆
し
た
。

・�

年
代
と
月
日
は
、
作
成
年
代
が
明
記
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
こ
れ
を
記
し
、
印

鑑
・
消
印
等
か
ら
年
代
が
推
定
で
き
る
場
合
に
は
（　

）
に
て
推
定
年
代
を
記

し
た
。
冊
子
・
書
籍
の
作
成
年
月
は
記
載
が
な
い
限
り
発
行
日
で
あ
る
。

・�

文
書
の
点
数
は
、
備
考
欄
で
言
及
が
な
い
も
の
は
、
一
つ
の
番
号
に
つ
き
一
点

の
史
料
で
あ
る
。
長
文
の
手
紙
な
ど
、
ひ
と
ま
と
ま
り
の
史
料
だ
が
用
紙
が
複

数
枚
に
わ
た
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
こ
の
こ
と
を
備
考
欄
に
記
し
た
。

・�
目
録
全
体
に
お
い
て
、
傍
線
で
記
し
て
い
る
項
目
は
、
史
料
上
に
記
載
が
な
く

不
明
な
箇
所
、
あ
る
い
は
煩
雑
に
な
る
た
め
記
載
を
省
略
し
た
箇
所
で
あ
る
。

一
七　

�

な
お
、
東
野
は
浅
野
家
お
よ
び
笠
岡
地
方
の
経
済
活
動
（
特
に
畳
表
流
通
と
近
世
・
近

代
移
行
期
に
お
け
る
金
融
・
為
替
）
と
、
キ
リ
ス
ト
教
を
め
ぐ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
地

方
伝
道
へ
の
浅
野
家
の
関
わ
り
に
つ
い
て
特
に
関
心
が
あ
り
、
前
者
に
つ
い
て
は
徐
々

に
分
析
を
進
め
て
い
る
た
め
、
追
っ
て
成
果
を
公
開
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
浅
野
家
文
書
の
史
料
か
ら
キ
リ
ス
ト
教
の
信
徒
ら
に
よ
る
教
育

事
業
の
詳
細
や
、
四
世
浅
野
富
平
が
岡
山
英
学
校
や
山
陽
女
学
校
な
ど
の
キ
リ
ス

ト
教
の
信
徒
が
関
わ
っ
た
教
育
機
関
に
対
し
て
金
銭
に
よ
る
援
助
を
行
っ
て
い
た

こ
と
が
分
か
り
、
浅
野
家
は
当
時
の
キ
リ
ス
ト
教
信
徒
ら
に
よ
る
社
会
事
業
に
関

わ
っ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
た
。

お
わ
り
に

　
（
一
）（
二
）
と
二
編
に
わ
た
っ
て
述
べ
た
通
り
、
浅
野
家
文
書
に
は
近
現
代
の

も
の
を
中
心
と
し
て
、
多
様
な
内
容
の
史
料
が
含
ま
れ
て
い
る
。
二
編
を
通
じ
て
、

浅
野
家
の
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
経
営
と
商
品
流
通
、
日
記
か
ら
み
え
る
浅
野
家

の
大
坂
―
笠
岡
間
の
行
き
来
、
浅
野
家
と
キ
リ
ス
ト
教
信
徒
ら
に
よ
る
教
育
事
業

と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
、
若
干
の
史
料
紹
介
を
行
っ
た
。
こ
の
内
容
か
ら
も
わ
か

る
通
り
、
浅
野
家
は
廻
船
業
に
と
ど
ま
ら
ず
、
多
様
な
活
動
を
行
っ
て
い
た
こ
と

が
わ
か
る
。

　

浅
野
家
の
多
様
な
活
動
に
つ
い
て
今
後
研
究
を
進
め
て
い
く
こ
と
で
、
笠
岡
地

方
の
地
域
史
研
究
、
近
世
・
近
代
の
地
域
経
済
や
流
通
、
近
代
の
キ
リ
ス
ト
教
の

地
方
伝
道
な
ど
、
幅
広
い
分
野
に
お
い
て
新
し
い
知
見
を
示
す
こ
と
も
可
能
で
あ

ろ
う
。
ま
た
、
本
論
で
は
紹
介
し
て
い
な
い
が
、
こ
れ
ら
の
事
項
以
外
に
も
、
画

商
と
の
書
画
を
め
ぐ
る
や
り
と
り
や
、
親
類
関
係
に
あ
っ
た
者
と
の
詳
細
な
手
紙

の
や
り
と
り
、
製
糸
業
・
紡
績
業
に
関
わ
る
情
報
交
換
や
各
地
の
災
害
・
疫
病
（
コ

レ
ラ
）
な
ど
に
つ
い
て
の
内
容
も
書
状
の
中
に
は
確
認
で
き
、
興
味
深
い
。

　

本
稿
は
あ
く
ま
で
目
録
と
い
く
つ
か
の
史
料
の
紹
介
に
と
ど
ま
る
も
の
で
あ
り
、



備
中
国
小
田
郡
笠
岡
村
浅
野
家
文
書
目
録
・
史
料
紹
介
　
　
東
野
将
伸
・
渡
世
理
彩

（7）

史
料
の
欠
損
等
に
よ
り
判
読
が
不
能
な
箇
所
に
つ
い
て
は
、［　
　

］（
複
数
文

字
と
思
わ
れ
る
場
合
）
や
□
（
一
文
字
と
思
わ
れ
る
場
合
）
と
表
記
し
た
。

・�
浅
野
家
文
書
の
内
容
や
当
時
の
歴
史
的
状
況
を
正
確
に
伝
え
る
た
め
、
基
本
的

に
は
史
料
上
の
記
述
を
目
録
上
に
も
そ
の
ま
ま
記
し
た
。
あ
く
ま
で
も
学
術
的

見
地
か
ら
上
記
の
よ
う
な
処
置
を
行
っ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
を
十
分
に

理
解
い
た
だ
き
た
い
。

〔
付
記
〕
浅
野
家
文
書
目
録
の
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
二
〇
一
九
年
以
降
、
ア
ル

バ
イ
ト
と
し
て
板
谷
真
由
、
山
田
祐
理
子
、
開
原
菜
奈
子
、
蛭
田
咲
輝
の
各
氏
に

ご
協
力
い
た
だ
い
た
。
記
し
て
御
礼
申
し
上
げ
た
い
。
本
稿
で
は
、東
野
が「
四
」・

「
お
わ
り
に
」、
渡
世
が
「
五
」
を
そ
れ
ぞ
れ
執
筆
し
た
。
目
録
は
上
記
の
各
氏
の

助
力
を
得
つ
つ
、
渡
世
・
東
野
が
分
担
し
て
作
業
を
進
め
、
東
野
が
目
録
全
体
や

各
史
料
を
適
宜
確
認
の
う
え
体
裁
を
整
え
た
。
な
お
、
本
稿
は
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費

若
手
研
究19K

13336

の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。
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番号 標題 年代 形態 差出・作成 ⇒ 宛名 内容・備考

36-1 〔書状〕 （明治27年）5月17日 一紙 肥前伊万里中下町　岩村康太郎⇒笠岡町　浅
野富平

代金70円を送付したためご入帳されたきこと、
36-1～84ひとまとめ

36-2 〔書状〕 （近代）9月8日 一紙 肥前早岐　青木利助⇒笠岡町　浅野富平 先品代金242円97銭5厘を本日銀行手形にて送
ること、外印・玉印等の注文

36-3 〔書状〕 （明治）23年6月17日 一紙 備後三原町　安田義行⇒笠岡町　山陽精絲会
社　浅野富平

繭買入につき仲買人の奸悪があったが、直買
の際には信をおいて売却できること、相場確
定後の出張依頼等

36-4-1 〔書状〕 （明治）32年10月2日 一紙 片山陽一郎（ヵ）⇒笠岡町　浅野富平
閉店・赤字に関して、資本金は大坂三債ばか
りを買入れ、日本銀行へ供託すること等、36ｰ
4ｰ1～2封筒入り

36-4-2 〔書状〕 明治32年9月29日 一紙 木原銀行⇒浅野富平 倉敷や玉島に取引先がなく不便であるため然
るべき銀行に紹介してほしいこと

36-5 〔書状〕 （明治）32年9月3日 一紙 東京芝区南新町五番地　藤代宰一郎方　住山
文三⇒笠岡町　浅野富平

令室様逝去への悔やみ、キリスト教の祈りの
言葉等

36-6 〔電報〕 （明治）24年10月18日 一紙 伊万里　山口卯助⇒笠岡　浅野富平 ムジハマツ外三個づつすぐ積め

36-7 〔書状〕 明治32年10月28日 竪帳 岡山県和気郡三石村　三石耐火煉瓦株式会社　
三村政太郎⇒笠岡町　妹尾伍平・浅野富平

会社の負債償却、経理方法、意見の相違等運
営方針のこと、白石の問題については安心さ
れたきこと等

36-8 〔書状〕 明治24年1月3日 一紙 神辺　篠井信太郎⇒笠岡川辺屋町　本浅野 残金額70円を使いに渡してほしいこと

36-9 〔書状〕 （明治）24年9月17日 一紙 福山吉津町　平田全助⇒笠岡　浅野冨平 大風被害の少なさ、阿部神社三百有余年祭り
のため来てほしいこと等

36-10 〔書状〕 （明治）24年5月12日 一紙 福山町　平田全助⇒笠岡　浅野冨平
川口村地所は同村の佐藤善太郎より実価を
承ったこと、価格見込のうえで協議し取り計
らわれたきこと等

36-11 〔葉書〕 明治29年12月19日 一紙 岡山市大字橋本町四拾番邸　株式会社岡山銀
行⇒笠岡町　浅野富平

臨時株主総会で決議された通り増資新株券を
渡すことにつき案内

36-12 〔書状〕 （明治）32年10月1日 一紙 神戸市海岸通四丁目五拾一番邸　畠中良助⇒
笠岡町　浅野富平 令室様逝去への悔やみ

36-13 〔書状〕 （明治）28年6月2日 一紙 神戸栄町三丁目　神栄会社　野々垣弥介⇒日
向国高鍋上江村　石井万吉方ニ而　浅野冨平

各国の養蚕の好結果、繭価格、該地方での繭
が見事な出来であること、中津町鷹取源吾様
方へ金30円送付等

36-14 〔書状〕 （明治）5月17日 一紙 東京京橋区日吉町四番地　國民新聞社　竹越
與三郎⇒笠岡　浅野富平

鯛送付への礼、中村母よりも礼を申していた
こと

36-15-1〔書状〕 明治32年8月9日 一紙 岡山孤児院賛助員掛　河本武四朗⇒笠岡町金
浦村　浅野冨平

臨時寄付金を出した賛助員外の方への孤児院
新報の配布、近所居住者へ配布願い、36-15-1
～2封筒入り

36-15-2〔書状〕 （明治32年）8月9日 一紙 河本武四朗⇒浅野冨平 岡山孤児院賛助員事務を担当すること

36-16 〔書状〕 （明治）32年10月4日 一紙 京都烏丸上立売　堀茂太郎⇒笠岡町　浅野富
平

正七君の岡山転学につき配慮下されたきこと、
與資金20円に関して10円が安部磯雄氏より
廻ってきたこと等

36-17 〔書状〕 （明治32年）9月29日 一紙 岡山門田屋敷百七十七番　宇野光三郎⇒笠岡　
浅野富平・家族一統 夫人逝去への悼み

36-18 〔書状〕 （明治）29年3月27日 一紙 小田　三宅辰吉⇒笠岡　浅野店 白木綿88反を買い取り下されたきこと、糸価
格が追々高くなるであろうこと等

36-19 記 （明治29年ヵ）4月6日 一紙 小田　三宅辰吉⇒浅野店 白木綿の二四廿位での買取依頼

36-20 〔書状〕 （近代）10月30日 一紙 播州明石町　石田庄三郎⇒笠岡町　浅野富平 神栄社より小生に関わる事件のことで笠岡裁
判所より喚問があるだろうこと

36-21 〔書状〕 （近代）10月26日 一紙 同志社東寮　井上竹次⇒笠岡町　浅野富平 別紙は子息正七へお送り下されたきこと

36-22 〔書状〕 （明治）27年1月7日 一紙 肥前国東彼杵郡大村町　萩村普一⇒笠岡市　
浅野富平

注文品代金75円を大阪第一銀行為替券にて送
ること

36-23 〔書状〕 （明治）32年11月18日 一紙 肥前　有田町松尾商店　西岡與吉⇒笠岡町　
浅野富平

納戸無地代として十八銀行大阪支店の小切手
にて送金すること

36-24 〔書状〕 明治25年2月19日 一紙 福山市ニテ　三谷清兵衛⇒笠岡河辺屋町　　
浅野冨平

銀行預け金を1000円受取、尊店より預り金の
期限につき依頼されたきこと等

36-25 〔書状〕 （明治）24年11月5日 一紙 摂津神戸六丁目女子神学校ニ而　小寺愚妹⇒
笠岡村大字笠岡ニて　浅野愛兄

妹が無事に到着、福一郎の生活・勉強の様子、
神学校入学を勧めること等

36-26 〔書状〕 （明治）24年9月24日 一紙 阪市備後町弐丁目　和田店　真次郎⇒笠岡　
浅野富平・一同

品物を送るため確認されたきこと、木綿景況
について困り入っていること等

36-27 口上 （近代）10月19日 一紙 大字梶江字相谷　渡辺弁五郎⇒笠岡町　浅野
商店 織色4品を送るので値段を付けてほしいこと

36-28 〔封筒〕 （明治） 封筒 笠岡紡績株式会社⇒浅野理三郎 未開封
36-29 〔通知〕 明治29年9月22日 一紙 笠岡紡績株式会社⇒浅野富平 株主臨時総会にて会議事項の可決

36-30 〔書状〕 明治29年11月10日 一紙 笠岡紡績株式会社にて　岡田林蔵⇒山陽製糸
場にて　浅野富平

書状を送るに際し先方の家名を忘却したため
ご一報下されたきこと

36-31 〔書状〕 （近代）10月9日 一紙 大阪大宝寺町筋佐野屋橋東ニ入　古着仕入所　
伊藤礒治郎⇒笠岡　浅野冨平

明十銀行券にて253円70銭の送付、荷物は早く
御地か玉島の早い方で汽船積みにて送ってほ
しいこと

36-32 〔書状〕 明治32年12月12日 一紙 廣島歩兵第四十一連隊副官　林景敏⇒笠岡町　
浅野冨平

秋季機動演習の際に当連隊の本部として貴家
が引当となったことへの礼

36-33 〔封筒〕 （近代）11月22日 封筒（印「備中笠岡　浅野富平」）⇒川上 未開封、封筒上書「商用」
36-34-1〔書状〕 （明治）24年1月4日 一紙 山上政七⇒笠岡　浅野冨平 相場書の配達依頼、36-34-1～2封筒入り一括

36-34-2〔相場書〕 （明治24年）1月4日 一紙 住吉橋通り壹丁　山上政七商店⇒浅野冨平 米、大豆、菜種等の相場書（同一のもの2通ひ
とまとめ）
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番号 標題 年代 形態 差出・作成 ⇒ 宛名 内容・備考

36-35-1〔書状〕 （明治）14年10月14日 一紙 吉田村　藤井惣右衛門⇒笠岡川辺屋町　浅野
浪次郎

地券を引き当てに15円借用願い、証文文言は
望み通りとすること等、36-35-1～2封筒入り
一括

36-35-2 口上 （明治14年）10月14日 一紙 藤井直⇒浅野冨二 金魚のことを承知いただいた礼、証人と地券
を送るため金子渡しの依頼

36-36 〔書状〕 （近代）1月3日 一紙 三濱屋林八（愚弟）⇒笠岡　浅野冨二 恒心社へ質入れした為替金の期限延長のこと
について相談したきこと

36-37 〔書状〕 （近代）1月20日 一紙 浅野富平⇒大坂大西利作殿内ニ而止宿　浅野
富次

内海吉平殿の貴地での買い物について金額不
足があれば取換下されたきこと、白木綿の出
帆・金額のこと

36-38 〔書状〕 （近代）3月21日 一紙 鴨方　徳永正平⇒笠岡町　浅野理三郎 白木綿50反送付のため20円の手形送付依頼

36-39 〔書状〕 （明治）23年10月11日 一紙 大坂西区薩摩堀北之町五十四番邸　白井繁太
郎⇒笠岡港　浅野富次 尊大人の永眠への悔やみ、香典の送付

36-40 〔書状〕 （明治）24年9月21日 一紙 大阪市東辻備後町二十五　和田保次郎西店⇒
笠岡　浅野西店

安価であれば壱弐千反申し受けたいこと、価
格の下落のことにつき伺い等

36-41 〔書状〕 （明治）29年10月11日 一紙 西山幸十郎⇒本浅野 肥料相場問い合わせの礼、価格の連絡
36-42 〔書状〕 （近代）12月4日 一紙 諸瀬久平⇒浅野 夫人様の経過伺い、金100円送付願い

36-43 〔書状〕 （近代）1月30日 一紙 妙見　藤原武太郎⇒笠岡町　浅野商店 一昨日送付した木綿をご覧のうえ直入りなさ
れ、お知らせ下されたきこと

36-44-1〔書状〕 （近代） 一紙 北村たか⇒浅野伯父上

先日の依頼の礼、当初は近々休業の予定だが
前橋よりは連絡がないこと、休業中どこで世
話になるか相談したいこと、36-44-1～2包紙
一括

36-44-2〔書状〕 （近代） 一紙 北村たか⇒浅野伯父上
御地での朝の事業の始め方についてお知らせ
下されたきこと、カランの絵図をお送り下さ
れたきこと等につき

36-45 〔書状〕 明治25年10月31日 一紙 笠岡紡績株式会社　服部尭太郎⇒笠岡町　浅
野富平・仝理太郎 至急の入用だが600円斗り不足のため借用依頼

36-46 〔書状〕 （近代） 一紙 矢掛町　赤沢卯一郎⇒笠岡　浅野理三郎 今日40反送付、480にて買取依頼
36-47 〔書状〕 （近代） 一紙 矢掛　赤沢卯一郎⇒笠岡　浅野理三郎 織色20反送付、490にて買取依頼
36-48 記 （明治）29年9月14日 一紙 深津郡深津村　坂田倉治⇒笠岡殿川町　浅野 織物代金の算用書
36-49 糸直上通知書 明治29年10月5日 一紙 笠岡紡績株式会社⇒浅野富平 糸値段の通知

36-50 〔書状〕 明治29年5月11日 一紙 井原内田屋にて　柳本吉次郎⇒笠岡町　浅野
利三郎 濱縮緬の染め方のこと、金10円受取の連絡等

36-51 〔書状〕 明治29年7月12日 一紙 岡山県備前国和気郡三石村　三石耐火煉瓦株
式会社⇒笠岡町　浅野富平

22日に笠岡町三快楼にて当社本年上半期通常
総会を実施することの連絡

36-52 〔書状〕 明治24年6月28日 一紙 永山久乎⇒備中笠岡港　浅野富治 織物を歩安く買取依頼、相場を承知したこと、
極寒物を買ってほしいこと等

36-53 〔書状〕 （近代）12月 一紙 後月郡木之子村　髙田喜三郎⇒笠岡町　浅野
富平 見事な品物の送付への礼

36-54 〔書状〕 （近代）4月18日 一紙 池田大蔵（ヵ）⇒浅野 遷延の詫び、21日には持参すること
36-55 〔書状〕 （近代）7月31日 一紙 江原新町　相田嘉三郎⇒笠岡　浅野理三郎 内田叔母上の死去と出棺の連絡

36-56-1〔通知書〕 明治32年7月19日 一紙 笠岡製油株式会社　社長　平木深造⇒浅野冨
平

36-56-1～2封筒入り、定時・臨時総会決定事
項の通知

36-56-2〔通知書〕 明治32年7月19日 一紙 笠岡製油株式会社　社長　平木深造⇒浅野理
三郎 定時・臨時総会の決定事項の通知

36-57 〔葉書〕 （明治）29年8月10日 一紙 岡山川崎町池田ニて　妹尾寿太郎⇒笠岡町　
浅野富平

今回は案外好結果であること、本日・明日の
移動・会談の予定の連絡

36-58 〔株主臨時総会通知〕 明治29年7月3日 一括 西大寺紡績株式会社　社長　伊原木久三郎⇒
株主

小田郡笠岡町笠岡　浅野冨平宛て、委任状を
同封

36-59 〔書状〕 （明治）25年3月16日 一紙 群馬県前橋横瀬方ニテ　北村たか⇒笠岡町　
浅野富治

高山社へうかがいたいので叔父上様より願書
を送っておいてほしいこと

36-60 〔書状〕 明治32年3月28日 一紙 東京　妹尾寿太郎⇒笠岡　浅野富平 山陽総会につき依頼、自身の窮状の連絡、三
村氏の譴責に恐縮のこと等

36-61 〔書状〕 （明治）22年9月10日 一紙 大坂市東区安土町壱丁目　木原銀行⇒笠岡　
浅野富平 三井銀行渡りの手形500円を入手したこと

36-62 〔書状〕 （明治）25年2月24日 一紙 木原銀行⇒笠岡　浅野富平
京都烏丸伴庄兵衛より貴家へ振込金として当
地三井銀行渡り送金券の領収、振込金不足分
は未受領

36-63 〔書状〕 （明治）25年3月8日 一紙 大阪府　木原銀行⇒笠岡　浅野冨平 京都伴庄兵衛より貴家への振込金の落手、貴
家より伴庄兵衛への報告依頼

36-64 〔書状〕 （明治）25年6月8日 一紙 大坂市木原銀行⇒備中　浅野冨平 京都伴庄兵衛より貴家への振込金90円の落手

36-65 〔書状〕 （明治）25年6月26日 一紙 木原銀行⇒笠岡　浅野富平 京都伴庄兵衛より貴家への振込金として120円
の三井銀行券を受取

36-66 〔書状〕 （明治）25年9月27日 一紙 肥前有田町　松尾良吉⇒笠岡町　浅野冨平 紡績株につき礼、三井銀行渡しの振出券にて
代金を支払われたいこと等

36-67 〔書状〕 （明治）25年11月5日 一紙 肥前有田町　松尾良吉⇒笠岡町　浅野 白木綿等について三友銀行渡しの手形にて代
金を支払われたいこと等

36-68 〔書状〕 （明治）25年8月16日 一紙 肥前有田町　松尾良吉⇒笠岡　浅野 玉嶋紡績株についてご教示への礼

36-69 〔書状〕 （明治）24年12月8日 一紙 美作国津山町大字内山下　富田之資⇒笠岡町
大字笠岡　浅野

聖典の節の盛会のことと周旋への礼、部会総
代として拝借の6円返却のこと

36-70 〔書状〕 （近代）11月29日 一紙 矢掛西町　赤沢卯一郎⇒笠岡町　浅野理三郎 30反送付、先般値段位の買取依頼、白木綿の
150,160円程での買取依頼
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36-71 記 明治29年1月20日 一紙 深津郡深津村　石井彌三郎⇒■（木ヵ）綿商　
浅野冨平 木綿等代金書上げ、買取依頼

36-72 〔書状〕 （近代）1月22日 一紙 占見村　川上冨恵　武平⇒浅野商店 不引合の品についてお断りすること、九十八
〇迠にて辛抱下されたいこと等

36-73 〔書状〕 （近代）3月10日 一紙 後月郡井原村下町　佐藤松軒⇒笠岡川邊屋町　
浅野冨次 御礼の品物を送るので入手されたきこと

36-74 〔書状〕 （近代）3月29日 一紙 小寺愚妹⇒浅野愛野

御地での伝道の状況伺い、柚木様より藤川氏
が利子の催促をしているため取計われたきこ
と、福一郎の教育のこと、藤原氏の婚姻が調
い喜ばしいこと等

36-75 〔書状〕 （近代）4月26日 一紙 今田與一平⇒浅野富平 馬越・平木両氏の懇親会に参加したいためお
取り計らい下されたきこと

36-76 〔書状〕 （近代）3月24日 一紙 伊万里　金ひらの儀三郎⇒笠岡川辺屋町　浅
埜富次

商品の痛みと売却代金の件、これより羽浦へ
廻ること等

36-77 〔書状〕 （近代）4月1日 一紙 矢掛　斎藤吉平⇒笠岡川邊屋町　浅野冨平 品物の買い溜まりがあるので買取依頼
36-78 〔書状〕 （近代）10月9日 一紙 小林房吉⇒浅野 為替の取組をお願いする内訳の連絡

36-79 舌代 （近代）21日 一紙 妹尾照⇒浅の理三郎 銀行より浅野等の小切手を求められたため貴
兄にて渡してほしいこと

36-80 〔書状〕 （近代）12月20日 一紙 大塚伝三郎⇒浅野店 品物209反の送付と代金支払いの依頼

36-81 〔書状〕 （近代）12月13日 一紙 備前国和気郡和気駅　宮野健太郎⇒笠岡町　
浅野理三郎

拝借の件について3，4ヶ月ほど猶予をいただ
きたいこと

36-82 〔書状〕 （近代）6月17日 綴 理三郎⇒豊前中津カキゼ　鷹取源吾　浅野富
平

横瀬教師の活動、横瀬が述べる社改良への意
見、降雨と加地子の納入等

36-83 〔書状〕 （明治）29年7月16日 一紙 小田　三宅辰吉⇒笠岡町　浅野 染糸の薄き分は直下げか染替えを願うこと、
得意先へ送ることは難しいこと等

36-84 〔書状〕 （近代）7月30日 一紙 榎卯一郎⇒浅野 午後お答えしたことを承引されたきこと

37-1 〔書状〕 （近代）12月23日 一紙 大坂備後町二丁め　味田保（ヵ）次郎⇒笠岡　
浅野冨平

木綿の得意先との価格の交渉について辛抱し
たこと

37-2 〔電報〕 （近代）6月4日 一紙 大坂備後町三　藤野嘉市⇒本町牧茂八方　浅
野富治 フ子尾道キタユク

37-3 〔電報〕 （近代）9月28日 一紙 大坂備後町　藤野嘉一⇒笠岡�本町�牧茂八方　
浅野富治 シロカスリタカイウンニカイヤメシツニマテ

37-4 〔書状〕 （近代）4月5日 一紙 岡山市大字東中島　播磨源吾⇒笠岡町　浅野
冨平

銀行合併につき意見を岡山銀行重役に伝達、
内容が事実と異なり安井取締から答えた内容
が正しいこと

37-5 〔書状〕 （近代）8月27日 一紙 早岐　市瀬本店⇒笠岡町　浅野冨平 花色改良物等の注文と送付依頼

37-6 〔書状〕 （近代）7月23日 一紙 川上藤市⇒三村政太郎・浅野冨平 貧しい者も株式を買えるよう1口5株からにす
ること

37-7 〔書状〕 （明治）29年6月5日 一紙 笠岡町　明十銀行　清算人（印「三村」）⇒大
坂　大西利作

銀行の清算につき金600円を預けたいため、証
書に記名・捺印してほしいこと

37-8 〔書状〕 （近代）11月11日 一紙 木原銀行⇒在大坂　浅野冨平
御親父様逝去の悔やみ、通帳送付の連絡、照
会書に記入し送付いただければ預かり小切手
を返却すること

37-9 〔書状〕 明治29年1月5日 一紙 大阪市南区濱町三丁め　福田吉兵衛⇒浅野冨
平 笠岡鉄道の委任状を3名分加封したこと

37-10 〔書状〕 （近代）10月16日 一紙 大阪東区安土町一丁目　木原銀行⇒笠岡�浅野
冨平 手形金振込のこと

37-11 〔書状〕 （近代）11月21日 一紙 木原銀行⇒笠岡　浅野富平 第参拾弐銀行の手形1枚の全額100目を落手し
たいため、別紙の受取り願い

37-12 〔書状〕 （近代）10月7日 一紙 木原銀行⇒笠岡　浅野冨平 銀行渡り金100円送付
37-13 〔書状〕 （近代）10月4日 一紙 木原銀行⇒笠岡　浅野冨平 第一銀行・三井銀行の手形の受取

37-14 〔書状〕 （明治26年）10月5日 一紙 木原銀行⇒笠岡　浅野富平 手形を早速渡したいため、別紙預け証の答え
を出してほしいこと

37-15 〔書状〕 （近代）12月18日 一紙 木原銀行⇒笠岡　浅野冨平 銀行渡り手形送付

37-16 〔書状〕 （明治26年）7月17日 一紙 大坂市東区安土町第六拾七番屋敷　木原銀行
⇒笠岡　浅野冨平

御廻手形1葉の受取証を落手してほしいこと、
手形裏印につき本便の通り取計いの依頼、先
般の通帳送付

37-17 〔書状〕 （近代）12月25日 一紙 木原銀行⇒笠岡　浅野冨平 一枚250円の渡り手形を受け取ったこと

37-18 〔書状〕 （近代）明治32年10月
5日 一紙 京都ゟ肥前国北松浦郡相浦　寺山市平⇒笠岡　

浅野冨平 松や盤等注文

37-19 〔書状〕 （近代）19年4月14日 一紙 吉田政吉⇒浅野冨平 本日購入分の代金100円を渡すこと

37-20-1〔書状〕 明治29年9月 一紙 神栄株式会社　事務取締役　三宅忠蔵⇒笠岡
町　浅野富平

神栄株式会社増資の件につき本月16日に株主
総会を開催・参会依頼、37-20-1～2封筒入り

37-20-2 委任状 明治29年9月 一紙（差出・宛名なし） 神栄株式会社の株式総会の委任状

37-21 〔書状〕 （近代）3月5日 一紙 竹原製糸会社　事務所⇒笠岡　浅野冨平 繭の買い入れのための繰替金50円の受け取り
連絡

37-22 〔書状〕 （近代）2月14日 一紙 木原銀行⇒笠岡町　浅野冨平 大阪三井銀行へ手形1葉金200円振込

37-23 〔書状〕 （明治）26年1月7日 一紙 竹原町千廿七番　森田覚次⇒笠岡　浅野富平 先日竹原に来られた際に会えず残念、キリス
ト教関係の書物の送付

37-24 〔書状〕 （明治25年）3月19日 一紙 上房郡松山邨　柳井重宜⇒笠岡町　山陽製糸
場ニテ　浅野富平

高梁にて製糸業を行いたいため、営業費等諸
費用を借り入れる際の利子の詳細をご一報い
ただきたいこと
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37-25 〔書状〕 （近代）10月12日 一紙 大阪市東区本町二丁目　稲西合名会社⇒笠岡
町　浅野冨平

筑前直方の谷弥平の委託は別紙の通り、金353
円10銭を送付したこと

37-26 〔書状〕 （明治28年）3月28日 一紙 安藝国竹原町　合資会社　竹原銀行　秦春蔵
⇒笠岡町　浅野富平

先般手伝ってもらった明十銀行の取り組みの
件を来月1日より施行するため、閣下から得意
先への伝達依頼

37-27 〔書状〕 明治29年7月11日 一紙 備中高梁　柳本吉次郎⇒笠岡町　浅野理三郎
仁科からの送金がなくこちらも送金をやめた
いこと、信用を維持できるように御上様等に
伝えてほしいこと

37-28 〔書状〕 （明治）22年12月8日 一紙 肥前国北松浦郡相浦　寺山市平⇒笠岡　浅野
冨平

為替手形に対して少々不足があり金250円を差
し上げるため受取依頼

37-29 〔書状〕 （明治29年）11月28日 一紙 作州落合　守田幸吉郎⇒笠岡町　浅野冨平

キリスト教の信者が自由結婚したのに1年も経
たず離婚したことがあり、キリスト教の不名
誉にあたるため、我儘で離婚することがない
よう説諭してほしいこと

37-30 〔葉書〕 （明治32年）3月30日 一紙
東京市日本橋区檜物町7番地　三石耐火煉瓦株
式会社東京出張所　寿太郎⇒笠岡町　浅野冨
平

28日付書状の件了承、4月1日限りでの出張所
の移転、31日晩に出発してそちらに向かい諸
事を相談したいこと

37-31 〔書状〕 （明治23年）11月5日 一紙 勢州三重郡四郷村大字室山笹野銀六殿方　浅
野富平⇒笠岡　浅野理三郎

朝も昼も晩も祈りを捧げること等のキリスト
教信仰の注意を守ってほしいこと

37-32 〔電報〕 明治24年1月27日 一紙 渡辺与三郎⇒浅野冨平 マツヲリイロ五〇

37-33 〔書状〕 （明治）29年12月25日 一紙 岡山県上道郡西大寺　西大寺紡績株式会社⇒
笠岡町九百七番□　浅野冨平

9株分の払い込みが行われておらず払ってほし
いこと

37-34 〔書状〕 （明治28年）12月21日 一紙 東京市本所区松井町弐丁目五番地　田口義三
郎⇒笠岡　浅野富平

株数その他の件については近頃相談したいこ
と

37-35 〔書状〕 （明治28年）12月26日 一紙 東京市本所区松井町弐丁目五番地　田口義三
郎⇒笠岡　浅野理三郎

鉄道の件は全株を引き受けるが残りの株数が
不明であり知らせてほしいこと

37-36-1〔書状〕 （近代）12月4日 一紙 京都同志社代寮　仁科賢太郎⇒笠岡町　浅野
冨平

1週間小遣い金が足りず困窮していたため、送
金依頼、37-36-1～2封筒入り

37-36-2〔名刺〕 （近代） 名刺 仁科賢太郎 「岡山県備中国淺口郡鴨方村大字鴨方　仁科賢
太郎　京都同志社生徒」

37-37 〔書状〕 明治29年5月4日 一紙 京都辻様にて�柳本吉次郎⇒笠岡町　浅野利三
郎

教会からの支援への礼、キリスト教を信仰し
今後も仕事に励むこと、商業で扱う品の値段
の変動のこと

37-38 〔書状〕 （明治）29年5月22日 一紙 ジョン⇒笠岡町　浅野大兄

奈良の鉄道が開通してから広島や和歌山等遠
方の信者が教会に来寧し賑やかになったこと、
岡山地方で教会で働くのは大変だと思うが、
教会の柱になれるくらいに熱心に祈ってほし
いこと

37-39 〔書状〕 （近代）14日 一紙 上房郡有漢村　庄三郎吉⇒笠岡　浅野冨平 石井十次と柳井重宣と小生とで岡山にて集会
を開くため人を集めてもらいたいこと

37-40 〔書状〕 （近代）4月12日 一紙 妹尾寿太郎⇒浅野 耐火煉瓦の製造預金表を渡してほしいこと

37-41-1〔書状〕 （明治）26年8月13日 一紙 神戸神栄株式会社�横濱支店　山下亮□（数カ）
⇒笠岡　山陽製糸会社

降雨等の影響で糸の価格が下落しているが、
相応の価格での手合わせの依頼、37-41-1～2
封筒入り

37-41-2〔書付〕 （近代） 一紙（差出・宛名なし） 「信州�開明社」等の会社・金額書付

37-42 〔書状〕 （近代）8月21日 一紙 川上冨恵・武平⇒浅野商店 諸糸立の委細の照会につき承引、笠岡紡績の
株の名義届につき質問

37-43 〔書状〕 （明治29年）1月17日 一紙 岡山市岩田町　平木深造⇒笠岡町　浅野冨平
笠岡紡績会社の役員の補欠につき私に関する
虚言が流布されたが冬吉の動きにより虚言が
氷解し安心したこと

37-44 〔書状〕 （近代）1月21日 一紙 斉藤店⇒笠岡町　浅野店 本日織物等の品物送付、金140円での買取依頼

37-45 〔書状〕 （近代）1月31日 一紙 斉藤瀬平⇒笠岡町　浅野富平 昨日の織物代の残金を渡してほしいことと木
綿の儀を清算したいこと

37-46 〔書状〕 （近代）4月19日 一紙 岡山石灰商　入江友正⇒製糸会社　浅野冨平 暴風雨の影響で地方での相場が変動している
ため、お金を借りたいこと

37-47 口代 （近代）10月16日 一紙 津之下村　藤井⇒笠岡　浅野 ご馳走していただいたことへのお礼

37-48 〔書状〕 （近代）12月20日 一紙 木ノ子　三宅昇平⇒笠岡　浅野浪次 借用金に関して利子が年18%程度かと思うが
年17%位で依頼したいこと等

37-49 〔書状〕 （近代）12月19日 一紙 木の子　三宅昇平⇒笠岡　浅野浪次 利子が1年18%だが安くしてほしいこと

37-50 〔書状〕 （明治29年2月）19日 一紙 京都同志社西寮　八濱徳三郎⇒笠岡　基督教
会兄姉各位

冨田久助が笠岡の教会で働くことにつき八濱
徳三郎が説得をしていること等

37-51 〔書状〕 （近代）9月12日 一紙 西尾文亭⇒浅野冨次 工場で働く人が手を痛め帰国の希望であるた
め西京へ帰る者に託したこと

37-52 〔書状〕 （明治26年）12月26日 一紙 木原銀行⇒笠岡　浅野富平 第七十九銀行の20円分の手形1葉を便送にて落
手し、受取書を送ること

37-53 〔封筒〕 明治29年9月15日 封筒 笠岡紡績株式会社⇒笠岡町　浅野理三郎 未開封

37-54 〔書状〕 （近代）9月18日 一紙 児島郡長浜村　永山久平⇒笠岡町　浅野富平 紡績会社の社債金受取証券を忰の久吉が請求
に伺うこと、総会委任状を託すこと

37-55 〔書状〕 （近代）4月15日 一紙 製油会社　多賀善太郎⇒浅野尊台 産地である越後や、神戸・三井・井上等に相
談したいこと

37-56 〔書状〕 （近代）4月5日 一紙 三快にて　三村⇒製糸会社　浅野 ３名の辞職が免れないこと
37-57 〔書状〕 （明治）32年4月9日 一紙 岡山銀行笠岡支店　石原莱三⇒浅野冨平 4,50日間位で日歩28銭での契約希望

37-58 〔書状〕 （近代）4月11日 一紙 藤井律男⇒川辺屋町　浅野理三郎 諸会社の定款を借り延引しており申し訳ない
こと、その9冊を返すこと
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37-59-1〔書状〕 （明治29年）11月14日 一紙 東京本郷在所町三四　基督教新聞社　渡瀬常
吉⇒笠岡町　浅野冨平 本社の新聞を配布等尽力への依頼等

37-59-2〔書状〕 （近代）15日 一紙 渡瀬常吉⇒浅野冨平 1部2銭で送る事の連絡

37-60 〔書状〕 （明治29年）11月14日 一紙 神栄株式会社　野々垣弥輔⇒笠岡町　山陽製
糸会社　浅野冨平 製糸価格につき850とすること等の交渉

37-61 〔書状〕 （近代）10月15日 一紙 妹尾寿太郎⇒浅野尊大人 三原煉瓦製造の予算書の送付依頼

37-62 〔葉書〕 （明治29年）7月9日 葉書 後月井原　仁科善七⇒上房郡高梁本町　柳本
吉次郎

刻煙草、糸等の買い物代を14日15日には笠岡
浅野氏に渡すこと

37-63 〔書状〕 （近代）2月23日 一紙 平木深造⇒浅野冨平 約束手形を落手されたいこと、町長選挙につ
いて直接お話ししたいこと

37-64 〔書状〕 （近代）12日 一紙 中利ニテ　妹尾伍平⇒浅野 三石の返電につき様子を伺いたいため今夕に
は夜行で出石してほしいこと

37-65 〔書状〕 （近代）4月1日 一紙 笠岡町　妹尾寿太郎⇒浅野 預り金については内部で相談したいため、小
川氏には断ってほしいこと

37-66 〔書状〕 明治31年4月1日 一括 豊国会会長侯爵黒田長成⇒笠岡町　浅野富平

4月20日に豊太閤の墓前にて三百年祭執行の案
内、タイムスケジュール、返信用葉書、豊太
閤三百年祭の接待券が封筒へ同封、すべて印
刷物

37-67 〔書状〕 明治23年2月17日 一紙 木原銀行⇒笠岡　浅野冨平 当銀行の預り銀利息を本月21日より金100円に
つき日歩1銭の割合とすること

37-68 〔書状〕 明治29年1月15日 一括 牧茂八⇒笠岡町　浅野富平
別紙の如く取り決めしたことの報告と、株を
望人がいるため譲ってほしいこと、貸借対照
表、利益金分配案が同封

37-69 〔書状〕 明治29年1月16日 一括 岡山東山大福寺　小泉土之丞⇒笠岡　浅野冨
平

金子寄付への礼、去る17日から開校、生徒の
人数・活動・就職見込みの状況、金5円の受取等、
2通封筒入り

37-70 〔書状〕 （明治29年）3月16日 一紙 備前国上道郡金田村山田新八方　塩飽喜一⇒
笠岡町　浅野富平

貴君の周旋で竹原製糸会社創立以来関わって
いたがこの度辞退し、備中大谷村の新設製糸
会社に周旋してほしいこと

37-71 〔書状〕 （明治29年）2月20日 一紙 児島郡藤戸村　星島寛、杉本兼三郎⇒笠岡町　
浅野冨平

挨拶したかったが降雨ののため帰宅したこと、
別紙を返上すること

37-72 〔書状〕 明治23年7月14日 一括 東京市下谷区茅町二丁目六番地　帝国名誉会
⇒笠岡村　浅野冨治

帝国名誉録発行之旨趣、副伸、帝国名誉録完、
財産がある人の情報をまとめること、3通とも
印刷物・封筒入り

37-73-1〔書状〕 （明治23年）7月18日 一括 上毛安中町　国光社　北村隆⇒笠岡港川辺町　
浅野富治

勉強することの許可願、原一の製糸場に教え
に行き満足のこと、37-73-１～2封筒入り、金
子借用願別紙あり

37-73-2〔書状〕 （近代）7月18日 一紙 三輪恕鉄⇒浅野富治
関東の製糸会社の情報、北甘楽郡下仁田町の
下仁田製糸社で機械製糸をすること等につき
意見がほしい旨

37-74 〔書状〕 （近代）2月26日 一紙 肥前早岐　富永清太郎⇒笠岡町　浅野富平 金189円44銭の送金が延引すること

37-75 〔書状〕 （明治32年）4月18日 一紙 横濱市本町三丁目　神栄株式会社横浜支店　
丸岡寛郎⇒笠岡町　浅野富平

貴社の定期売繋ぎ一件につき価格変動予想等
をもとに判断の依頼、4紙1通

37-76 〔書状〕 （明治）27年1月8日 一紙 肥前伊万里町　山口夘助⇒笠岡　浅野理三郎

注文品の積み入れ状況についての委細を承知
したこと、代金400円を送ったので確認してほ
しいこと、その後に注文した品についても送っ
てほしいこと

37-77-1〔書状〕 （近代）3月14日 一紙 北川村　名越白平⇒笠岡　浅野冨平
明日帰社できないこと、笠紛株等については
近々帰社してから取り計らうこと、37-77-1～
2封筒入り、

37-77-2〔書状〕 （近代）3月14日 一紙 名越白平⇒（宛名なし） 冒頭に「晩冬投書ノ写し」とあり。糸の価格
につき朝日新聞の報道等、後欠

37-78 記 明治29年9月22日 一紙 住山多三郎⇒浅野理三郎 金50円を領収したこと

37-79 再招集状 明治29年5月16日 一紙 笠岡町会議長�町長　明石安蔵⇒笠岡町会議員　
浅野冨平

町会を出席議員の定数が足りず開会できな
かったため、14日付の招集状に記載の議事件
について明17日正午に町役場内で開会のため
参会すべきこと

37-80 招集状 明治29年5月14日 一紙 笠岡町会議長�町長　明石安蔵⇒笠岡町会議員　
浅野冨平

収入役辞任の件等の事件について議定するた
め本月16日正午に町役場内で開会するため参
会すべきこと

37-81 〔書状〕 （明治24年）11月28日 一紙 前橋神明町　横瀬傳八郎⇒笠岡町　浅野富平

村たか様へ貸した金子の受取、村たか様を心
配しており下仁田も当分休業のため自分も他
の製糸社を探していること、岐阜愛知地方の
震災の様子等

37-82 〔書状〕 （明治）26年12月3日 一紙 伊万里町　山口夘助⇒笠岡町　浅野理三郎
災害等による人気と品物売れ行きの見立て、
延引していた金300円を送ること、注文の品を
早く送ってほしいこと

37-83 〔書状〕 （明治31年）3月12日 一紙 高梁　成羽屋ニテ平木深造⇒笠岡町　浅野冨
平

各地の景況についてと日置氏への書状を紛失
してしまったこと等

37-84 〔書状〕 （近代）1月20日 一紙 竹原製糸会社　國保文輔⇒笠岡　浅野冨平
工女1人につく予算書の送付依頼、北村様への
書面は加封して送付、製糸藤地の井戸の出水
は充分であること等

37-85 〔書状〕 （明治24年）9月2日 一紙 東京市京橋区弓（ヵ）明池番地　江原助治郎
⇒笠岡村　浅野富平

東京に来た人について小僧替りで召し仕わせ
て折をみて帰国させること、北村タカは壮健
であること等
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37-86 〔書状〕 （明治32年）9月26日 一紙 長㟢県北松浦郡柚木村　藤原若松⇒笠岡　浅
野冨平

先日岩永廻漕店から綿等を受け取ったため、
代金として金60円を送金するので受け取って
ほしいことの事前連絡

37-87 〔書状〕 （明治26年）5月19日 一紙 大阪南区北久宝寺町二丁目十二番屋敷　西崎
清七⇒笠岡　浅野理三郎

糸の太さや糊についての注文とその値段、ま
た清地や内地等の生地の値段について知らせ
てほしいこと、2紙1通

37-88 〔書状〕 （明治）32年10月14日 一紙 和歌山市新通六丁目　山本安吉⇒笠岡町　浅
野富平

本日金57円30銭を送金、また今回に限り大阪
までの舟賃金を先払いにしたので注文の分か
ら15銭引いてほしいこと、極上等織色100反の
送付依頼等

37-89 〔書状〕 （明治）32年9月27日 一紙 呉服太物卸売専業　馬関西南部町　作花金蔵
⇒笠岡　浅野富平

買い物代金の内金60円を大坂起業銀行の渡し
券で送金するので入帳してほしいこと、残金
は送金すること

37-90 〔封筒〕 明治24年6月21日 封筒 博多上西町　渡辺興三⇒浅野富平 開披不能

37-91 〔書状〕 （明治）26年10月2日 一紙 肥前国早岐町　今里浅治郎⇒笠岡町　浅野冨
平

織色等を注文するので大急ぎで送ってほしい
こと、その代金89円と大阪第三十二国立銀行
渡り為替券1葉の送付

37-92 〔書状〕 （明治23年）8月13日 一紙 和泉国南郡岸和田町北町三十六番地　内田尚
長氏内　小寺照⇒笠岡川辺屋町　浅野冨治

頭痛がひどく手紙の返事が遅れたこと、妹を
看病し回復してきたこと、薬価1日分25銭かか
り借金をしたこと等、3紙1通

37-93 〔書状〕 （近代）11月6日 一紙
備中国淺口郡六條院村　渡辺利三郎⇒大坂西
横堀新天満橋東詰北江入大西利作内ニ而　浅
野冨次

11月3日出しの値入書を拝見し、法外下値のた
め少々値上げしてほしいこと

37-94 〔書状〕 （明治28年）5月28日 一紙 米岡伊作⇒宮崎県高鍋町カヘイ子蔵方　山陽
製糸会社　浅野冨平

繭の状況は電報の通り来月10日頃に出品、平
均10匁あたり33銭の見当で少数の買入、出荷
状況、値段等の相談

37-95 〔葉書〕 （近代）12月11日 一紙 小寺照⇒浅野利三郎

教師の恵みにより暫時休息をとり丸亀に行く
ことになり、何かあれば讃岐国那珂郡丸亀町
大字鷹匠町高林利八方内藤半輔殿宛に送付し
てほしいこと

37-96 〔書状〕 （明治33年）8月5日 一紙 福山吉津町　平田全助⇒笠岡毎町　浅野理三
郎

生色目欠の出荷や値段のこと、縁談の件につ
き本人に一見させてほしい旨

38-1 〔書状〕 （近代）1月4日 一紙 斎藤瀬平⇒笠岡川辺町　浅野富平 上等品送付のため買取依頼、値下げせず笠岡
紡績へ最安値での売却依頼

38-2 〔書状〕 （近代）旧2月30日 一紙 矢かけ　赤沢卯一郎⇒笠岡ニテ　浅野
注意して製造しているので昨日分の代金を渡
してほしいこと、この後は宜しき物を製造す
るので引立ての依頼

38-3 〔書状〕 （近代）2月29日 一紙 赤沢⇒笠岡ニテ　浅野 40反を送るので買い取ってほしいこと

38-4 〔書状〕 （近代）11月6日 一紙 浅口郡玉島港南町　藤井律男⇒笠岡村川辺屋
町　浅野富平

吉田から引っ越したが住みづらく笠岡に引っ
越したいため、を探しの依頼

38-5 笠岡町々会議員当選告
知書 明治28年7月1日 一紙 小田郡笠岡町町長　明石安蔵⇒笠岡町大字笠

岡九百九拾番邸　浅野富平
笠岡町々会議員定期半数改選選挙に当選した
告知

38-6 〔書状〕 （近代）9月17日 一紙 矢掛町　守屋三保太⇒笠岡町　浅野富平 妹尾のことについて正当の手続きを踏むほか
なく、よろしく取り計らうこと

38-7 〔書状〕 （近代）7月31日 一紙 京都下長者町室町西入　原田助⇒笠岡町　浅
野富平

基督教新聞への寄付と有念の人への勧誘の依
頼、基督教新聞賛助費の寄附申込書2通と一括

38-8 〔書状〕 （近代）10月4日 一紙 矢掛町　守屋三保太⇒笠岡町　浅野富平 西の要件について猶予を頂きたいこと

38-9 〔書状〕 （近代）9月3日 一紙
泉州南郡岸和田北町三十六番地内田尚長殿内　
小寺照⇒笠岡町大字笠岡八軒屋町　片桐鏻太
郎

役人・教師が信頼を失わないように留意すべ
きこと、看病婦の募集の期間について柚木・
浅野で調査してほしいこと

38-10 〔書状〕 明治29年4月16日 一紙 大阪　間嶋かツ⇒笠岡町　浅野富平 御書面・御茶の子の礼、袷の送付連絡
38-11 〔書状〕 （近代）3月23日 一紙 播州明石町　石田庄三郎⇒笠岡町　浅野富平 過日笠岡に行った際の礼

38-12 〔書状〕 （近代）1月1日 一紙 上州下仁田町有賀柔五郎方　三輪恕鉄⇒笠岡
町　浅野富平

北村姉の就業先を富岡・前橋・高崎で探した
が見つからないこと、就業先探しのため退社
し高橋氏のもとで食客すること、竹尾登氏へ
の依頼のこと

38-13 〔書状〕 （近代）3月2日 一紙 豊津町　井上裕吾郎⇒笠岡町　浅野富平、大
塚伝三郎

麦稈事業の開業やその販路等について伺いた
いこと

38-14 〔書状〕 辰（近代）1月7日 一紙 肥前有田町　松尾良吉⇒笠岡町　浅野富平 新年のあいさつ、白木綿元布百反の注文、こ
の品を支給送ってほしいこと

38-15 〔書状〕 明治23年1月25日 綴 福岡県筑前ノ国博多上西町　渡辺与三郎改名
渡辺与一⇒笠岡　浅野富平

白木綿を注文したが品が到着しないため代わ
りに請求してほしいこと、岡山紡績会社の株
券代金と返済方に関して次男龍次郎に連絡し
ないでほしいこと

38-16 〔書状〕 （明治）23年1月30日 一紙 福岡県博多上西町　渡邊与三郎　父渡辺与一
⇒笠岡　浅野富平

次男龍次郎につき尽力と電信への礼、白木綿
等の品物の受取、岡山株券の拝借につき一同
に知らせてほしいこと

38-17 〔書状〕 （近代）5月6日 一紙 安芸国加茂郡竹原町吉井重兵衛方　塩飽喜一
⇒笠岡町　浅野富平

製糸会社の経営状態が悪化し、今後の経営方
針を相談中であり、本年は事業を停止すると
曇察していること

38-18 〔書状〕 （近代）10月3日 一紙 東京市本所区松井町二ノ五　田口義三郎⇒笠
岡　浅野富平

御令閨逝去の内実を江原氏から聞いて驚いた
こと、お悔み

38-19 〔書状〕 （近代）9月17日 一紙 議会南浦　小林準二郎⇒浅野理三郎 足が痛いため代わりの人に手作りの芋を持っ
て見舞いに行かせること



岡
山
大
学
大
学
院
社
会
文
化
科
学
研
究
科
紀
要
第
五
十
四
号
（
二
〇
二
二
・
十
二
）

（14）

番号 標題 年代 形態 差出・作成 ⇒ 宛名 内容・備考

38-20 〔書状〕 （近代）10月21日 一紙 大阪東区安土町壱丁目　木原銀行⇒笠岡　浅
野富平 銀行手形金90目送付

38-21 記 （近代）1月24日 一紙 小畠竹四郎⇒川辺町　浅野富治 木綿150反を送ってほしいこと
38-22 〔書状〕 （明治）25年1月4日 一紙 木原銀行⇒笠岡　浅野富平 旧冬の礼、手形1葉と預り証送付連絡

38-23 〔書状〕 （近代）4月21日 一紙 小川町　名越白平⇒笠岡町　浅野富平 持病のため不自由であり御地引払い、後のこ
とをよろしくお願いしたいこと

38-24 〔書状〕 （明治）26年8月28日 一紙 肥前国早岐町　今里浅治郎⇒笠岡町　浅野富
平

品物代金85匁を送金したこと、品物は多度津
讃栄社が取り計らうので送ってほしいこと、
後半に布の注文書あり

38-25 〔書状〕 （近代）5月11日 一紙 岡山県和気郡三石村　三石耐火煉瓦株式会社　
寿太郎⇒笠岡町　浅野富平

藤戸口が不納の際は中備会社が神栄会社から
1800円を借り入れてほしいこと、煉瓦会社に
も貸してほしいこと

38-26 〔書状〕 （近代）6月4日 一紙 上州前橋神明■　三輪恕鉄⇒笠岡町　浅野富
平

横瀬姉は四五日中に着笠するが当地の交水社
と碓氷社を謝絶したこと、隆姉は徳江で経験
を積むのが良いが他の意見を待つこと、自分
は事業を休止して碓氷郡横川で神のために働
くこと

38-27 〔書状〕 （近代） 一紙 北村隆⇒浅野伯父上 横瀬様が笠岡に来て面会したこと、養蚕場に
つき相談して知らせてほしいこと

38-28 〔書状〕 （近代）3月25日 一紙 大坂順慶町三丁目　間嶋清兵衛⇒笠岡　浅野
富治

笠谷老婦について半兵衛に申し入れ隠居させ
ることにつき承知したので安心してほしいこ
と、笠谷家については気の毒であると貴兄か
ら伝えてほしいこと

38-29 〔書状〕 （近代）2月20日 一紙 木原銀行⇒笠岡　浅野富平 金300円記帳の連絡

38-30 〔書状〕 （近代）12月22日 一括 岡山山陽女学校　大西きぬ⇒笠岡町　浅野富
平

年末に際して会計が困難を生じているため、6
月以降分の寄付金を年内に送金してほしいこ
と、先般の寄付金5円の受け取りが延引してい
たこと、「証」同封

38-31 〔書状〕 （近代）3月10日 一紙 大阪東区安土町壱丁目　木原銀行⇒備中笠岡　
浅野富平

金145円80銭落掌につき、受取証を郵送するの
で落掌してほしいこと

38-32 〔書状〕 （近代）4月17日 一紙 木原銀行⇒笠岡　浅野富平
林喜兵衛からの振込金21円70銭の郵送があり
入手・記帳したことの連絡、受取書は貴家よ
り先方に送ってほしいこと

38-33 〔書状〕 （近代）1月6日 一紙 木原銀行⇒笠岡　浅野富平 三友銀行手形落手・入記の連絡

38-34 〔書状〕 （近代）1月11日 一紙 木原銀行⇒笠岡　浅野富平 三井銀行手形入手、和田保太郎からの振込金
100円の入手・記載の連絡

38-35 〔書状〕 （近代）1月26日 一紙 木原銀行⇒笠岡　浅野富平 三井銀行手形を落掌したことの連絡

38-36 〔書状〕 （近代）12月18日 一紙 備後福山胡町　宮脇茂三郎⇒笠岡町　浅野富
平

候補者の発表を待ってほしいこと、岡山英学
校創立費の寄付をしてくれるよう取り計らっ
てほしいこと

38-37 〔書状〕 （近代）2月11日 一紙 肥後国玉名郡伊倉　関嘉次郎⇒備中笠岡町　
浅野富平

滞在中に種々の厚情に預かったことの礼、万
寿一件が解決するよう取り計らい、門司港で
価格を決めてほしいこと

38-38 〔書状〕 （近代）4月15日 一紙 岡山野津内　雄山生⇒笠岡　浅野富平
父の墓碑銘につき本日安部氏に依頼、浪人者
の姿で行き先が決まらないが神の命に従って
伝道に努めたいこと

38-39 〔書状〕 （近代）11月28日 一紙 肥前早岐東町　呉服着物商青木利助店　庄頭　
川崎栄太郎⇒笠岡町　浅野富平

要旨一件で取込のこと、主人不在のため支払
いが延引していたが先に150円送り、主人の帰
宅次第全額送金のこと

38-40 〔書状〕 明治31年5月19日 一紙 神戸市栄町三丁目　神栄株式会社⇒笠岡町　
浅野富平

第五期通常株主総会及び臨時株主総会におけ
る決議内容につき連絡

38-41 〔書状〕 2月23日 一紙 備後福山都町　宮脇茂三郎⇒笠岡町　浅野富
平

繭貯蔵発明のこと、石井十次の義弟のこと、
日曜位に兄弟に挨拶したいこと

38-42 〔書状〕 5月24日 一紙 大阪市東区備後町三丁目第廿八番屋敷　藤野
嘉市⇒笠岡港　浅野富治

低歩の融通をしてくれる銀行の紹介依頼、玉
嶋・倉敷紡績所の株券を抵当にして4,5千円の
借用依頼

38-43 〔書状〕 （近代）1月22日 一紙 京都五条烏丸西へ入　伴庄兵衛、弥三郎⇒笠
岡町　浅野富平、理三郎

綿代金40匁を木原銀行に振り込んだため入帳
依頼、鼠糸入綿の送付依頼

38-44 広告　東京温恭堂製筆
定価表 （近代） 一紙 笠岡町大字笠岡三百五十八番邸　宜哉園主　

塚本完太郎⇒浅野理太郎 品物代金書上、歯磨粉の値段引下げ

38-45 〔書状〕 （明治）2月8日 一紙 大塚伝三郎⇒笠岡町　浅の店 94円53銭8厘を借りたきこと
38-46 〔書状〕 （年未詳）10月30日 一紙 猪瀬久平⇒浅野 先日の世話と品物送付の礼
38-47 〔書状〕 （年未詳）11月1日 一紙 住山多三郎⇒浅野尊兄 借用金の返済猶予願い
38-48 〔書状〕 （年未詳）7月9日 一紙 銀行ニテ　池田伊八郎⇒浅野 勘定協議の前に相談したいこと
38-49 〔書状〕 （近代）3月28日 一紙（〇＋備）店　備中屋弥三郎⇒浅野 小麦を神戸に運び売ってほしいこと

38-50 〔書状〕 （近代）12月24日 一紙 塚木貫七郎⇒浅野富平 延期証と金20円74銭を送ったので、ご査収の
上先生に引き渡してほしきこと

38-51 〔書状〕 （近代）5月22日 一紙 小川原吉⇒浅野老台
今晩までに帰社するため了承してほしいこと、
土佐への出張は遠路であるので見合わせたら
どうかということ

38-52 〔書状〕 （近代）3月28日 一紙 従尾道町字土堂　八木駒吉⇒浅野富平 拝借金の返済、品物の送付連絡
38-53 記 明治29年11月29日 一紙 高藤瀬平⇒笠岡町　浅野富平 この人に代金を渡してほしいこと

38-54 〔書状〕 （年未詳）19日 一紙（〇＋富）⇒（〇＋理）（浅野理三郎） 上棟式の代わりに職人の労をねぎらう方法に
ついて評議してほしきこと
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38-55 〔書状〕 （年未詳）12月23日 一紙 東川□商店　藤野きみ⇒笠岡　浅野富平 奉公人並みの待遇でいいので召し使ってほし
いこと

38-56 〔書状〕 （近代）11月17日 一紙 池田⇒浅野氏 検査が済み安心のこと、三浦様へ挨拶に行け
ず、都合を伺いたいこと

38-57 〔書状・覚・相場書上〕 （近世）11月17日 一括 金屋丸儀助⇒（〇＋富）兄君 無事品物を入船したこと、米・刻・さらし等
の状況の連絡、3通封筒入り

38-58 〔書状〕 （近代）6月2日 一紙 堺村大字黒木　藤原正太郎⇒笠岡町　浅野商
店

白木綿35反等を送るので預り下されたきこと、
金員30円の借用依頼

38-59 〔書状〕 （近代）4月14日 一紙 矢掛町　斎藤瀬平⇒笠岡　浅野富平
一上等白30反を見本として送るのでご一覧の
上買い取り、その品がどうであったか知らせ
てほしいこと

38-60 計算記 （近代）5月31日 一紙 横尾　広瀬文吉⇒笠岡町　浅野店 布類代差引87円65銭を渡してほしい旨

38-61 〔書状〕 （近代）4月24日 一紙 備中鴨方木綿商　徳永正平⇒笠岡町　浅野理
三郎

本日北井氏より金子を廻すよう依頼があり、
先日依頼した金40円の回送依頼

38-62 〔書状〕 （近代） 一紙 今卯商店（矢掛町　赤沢卯一郎）⇒笠岡町　
浅野

本日お送りした物品が45銭5厘では損なので46
銭2厘での買取依頼

38-63 〔書状〕 （近代）1月15日 一紙 小田郡小田　三宅辰吉⇒笠岡町　浅野店
少し木綿を送るので買取の依頼、糸代金も大
延引のためこれまでの木綿代金は相場通りに
での買取依頼

38-64 〔書状〕 （近代）12月19日 一紙 妹尾寿太郎⇒浅の 約束手形の送付・裏面への加印の依頼、別紙3
通への消印の依頼

38-65 〔書状〕 （近代）8月19日 一紙 矢掛蚕種製造株式会社⇒山陽製糸株式会社 御厄介のことについて承引してほしいこと、
品物をこの人に渡してほしいこと

38-66 〔書状〕 （年未詳）9月17日 一紙 矢掛　田原常太⇒笠岡町　浅野店 白木綿の買入につき少し買込もあるため、購
入するか一報いただきたいこと

38-67 〔書状〕 （明治20年）5月9日 一紙 今村謙吉⇒笠岡　浅野尊兄
昨日聖書を送ったが、本日類書のうち持ち合
わせのない分を少し回すのでご落手いただき
たいこと

38-68 〔書状〕 明治29年2月27日 一紙 京都同志社　西寮　桑田繁太郎⇒笠岡町　浅
野富平・外数名

病床にあり療養・診断の様子連絡、大津への
伝道の様子、同志社での学習のことなど、罫
紙使用、2紙1通

38-69 〔書状〕 （近代）9月2日 一紙 東江原村　田中正人・同程三⇒笠岡　浅野富
治

愚孫の東京留学につき荷物の運搬の礼、貸銭
の立替の依頼

38-70 〔書状〕 （近代）12月3日 一紙 奈良市高天町　片桐鏻太郎⇒笠岡町　浅野理
三郎

富太郎の入院につき見舞い、浪花協会での演
説や青年会婦人会連会の親睦会でクリスマス
準備を行ったこと等

38-71 〔書状〕 （明治30年）4月20日 一紙 三石　寿太郎⇒浅野

製鉄所入札を当方で受けないことにつき連絡
があったが将来多数の見込みもあるので残念
であること、明後日には詳細がわかるので帰
会したら話すこと

38-72 記 明治26年2月8日 一紙 竹原製糸株式会社仮事務所⇒浅野冨平 御袋780目等の計4籠送付、落手依頼
38-73 〔封筒〕 明治20年1月4日 封筒 野村弥三郎⇒浅の富治 未開封

38-74 〔書状〕 （近代）12月23日 一紙 鴨方　仁科齢太⇒浅野兄 分家の儀について然るべくご依頼申し上げた
いことにつき

38-75 〔書状〕 （近代）2月18日 一紙 相田嘉助⇒老浜屋冨治
3,400百目西京為替金について、旧暦28日迄に
先方に渡した方がよいため、取り組んでほし
いことにつき

38-76 〔書状〕 （近代）8月12日 一紙 新七⇒浅野冨平
吹田村淀川堤が切れ汽車道近辺まで二里四方
位大洪水、当地の木綿相場、小児一件につき
配慮を願うことなど

38-77 〔笠岡町会議員選挙関係
書類〕 明治25年6月22日 一括 ― 町会議員改選告示1通、選挙公告1通

38-78 〔書状〕 （明治）19年12月26日 一紙 玉製糸所ゟ　谷弥平⇒笠岡港　浅野富平・店
中

坂府備後町鈴木正右衛門宅へ止宿の予定、品
物の値段につき談判、ご尽力の依頼、馬関の
取引先につき連絡等

38-79 〔書状〕 （明治）25年1月1日 一紙 英田郡倉敷村　雀部咸宜⇒笠岡町　浅野富平 新年の挨拶、教会牧師と兄姉へ伝えてほしい
こと、寄付金2円を送ること

38-80 〔書状〕 明治25年3月21日 一紙 筑前国直方古町　谷彌平⇒笠岡港　浅野冨平
弊地の気配は実に大不印であること、先般注
文の木綿につきうかがい、木原銀行受領証を
送付すること

38-81 〔書状〕 （明治）24年8月14日 一紙 大阪市東区備後町三丁目第廿八番屋敷　藤埜
嘉市⇒笠岡港　浅野冨平

先日訪問の際の礼、出立後は岡山で一泊し、
汽車に乗り昨夕帰宅したこと、嘉十郎が厄介
になるがよろしく頼むこと等

38-82 〔書状〕 （明治）24年7月9日 一紙 上州北甘楽郡下仁田製糸社内　三輪恕鐵⇒笠
岡　浅野富平

隆姉の失望の様子、強く帰国を勧めてほしい
こと、蚕糸業を4ヶ年で辞めて他所にて他業に
取り組みたいこと等

38-83 〔送り券・口演〕 明治22年6月19日 一括 備前佐山村井原内ニテ　派出員三人⇒笠岡　
山陽製糸会社 繭の送り状・代金の請求書、封筒入り

38-84 〔書状〕 （明治）28年9月30日 一紙 兵庫県加西郡茅田村　今村一郎内　北村隆⇒
笠岡町　浅野富平

高瀬製糸会社へ行きたいこと、妹と同道の予
定だったが私1人で参り、妹は世話してほしい
こと等、2紙1通

38-85 覚 （近代）4月18日 一紙 三宅辰吉⇒浅野 木綿3丸を送るため改めてほしいこと
38-86 口上 （近代）3月11日 一紙 小田　三宅達吉⇒浅野店 糸の注文と送付依頼
38-87 〔書状〕 （近代）10月6日 一紙 玉嶋　井上栄三郎⇒笠岡　浅野冨次 尊婦様死去への悔やみ、粗品呈上



岡
山
大
学
大
学
院
社
会
文
化
科
学
研
究
科
紀
要
第
五
十
四
号
（
二
〇
二
二
・
十
二
）

（16）

番号 標題 年代 形態 差出・作成 ⇒ 宛名 内容・備考

38-88 覚 （近代）4月29日 一紙 小田　三宅辰吉⇒笠岡町　浅野 白木綿を送るため直入の依頼、金120円を送る
ため入帳の依頼等

38-89 口上 （近代）1月19日 一紙 小田町　三宅辰吉⇒笠岡町　浅野店 白木綿を送るため預かりの依頼

38-90 〔書状〕 （明治）29年11月11日 一紙 小田郡小田　三宅辰吉⇒笠岡町　浅野店 白木綿を送るため買い取ってほしいこと、相
場の義は貴兄に任せること等

38-91 注文記 （明治）32年10月28日 一紙 肥前国北松浦郡相浦　寺山市平⇒笠岡　浅野
冨平 布400反代金注文および代金送付の連絡

38-92 〔書状〕 （近代）7月3日 一紙 矢掛　斎藤瀬平⇒笠岡川辺屋町　浅野富平
品物につき地方聞き合わせ、当市中出水等の
ため連絡遅延の詫び、品物の注文の有無につ
き連絡依頼等

38-93 〔書状〕 （近代）1月11日 一紙 山野上邨　三村政太郞⇒笠岡港　浅野冨治 冨岡地所の儀につきしかるべく周旋・談判下
されたきこと等

38-94 〔書状〕 （近代）3日 一紙 伏源方ニて　妹尾寿太郎⇒浅野
三石会社の件で株主と集会の予定だったが欠
席者が多いこと、方針を決定したいこと、浅
野への出会依頼等

38-95 〔書状〕 （近代）9月3日 一紙 備後福山吉津町　平田全助⇒笠岡　浅野冨平・
理三郎

繰綿のことにつき間部平七氏に任せること、
玉島産綿の品位のこと等

38-96 〔書状〕 （近代）9月1日 一紙 菰口卯八郎外三人⇒浅野富平 赤十字社義援金の受領連絡、追加での義援金
の出金依頼等

38-97 〔書状〕 （明治28年）12月24日 一紙 京都同志社北寮　仁科賢太郎⇒笠岡町　浅野
富平

冬季休業だが帰省しないこと、年賀状やチョッ
キ等の代金の支出依頼等

38-98 再招集状 明治29年8月10日 一紙 笠岡町会議長　町長　明石安蔵⇒笠岡町会議
員　浅野富平

11日午後3時に町会を開くため参会されたきこ
と、印刷物

38-99 〔書状〕 （（明治）24年9月） 一紙 北甘楽郡下仁田町下仁田製糸社ニテ　北村隆
⇒笠岡　浅埜富平

製糸を勉強していること、来年より糸の検査
等を他の製糸場で学びたいこと、屑物の研究
につき高山社長への依頼書を送ってほしいこ
と等

38-100 〔書状・仕切状〕 （明治）32年9月10～
11日 一括 神辺　藤井信太郎⇒笠岡殿川町　浅野冨平 注文品の延引の詫び、品物送付の連絡、仕切

状1通同封、2通とも罫紙使用

38-101 〔書状〕 （明治）23年11月3日 一紙（○＋富）⇒理三郎

関東の生糸不捌の様子、下店が割高であると
評判する客がおり注意すべきこと、各地の品
物価格のこと、大阪教会宮川氏の演説のこと
等

38-102 〔書状〕 （明治）23年12月3日 一紙 森久兵衛⇒浅野富平 御尊父様死去への悔やみ
38-103-
1 〔書状〕 （（明治）24年1月4日）一紙 上州北甘楽郡下仁田町　製糸社　北村隆⇒笠

岡　浅野冨平
勉強のため暇がほしいこと、別の会社に移り
たいこと等、103-1～2封筒入

38-103-
2 〔書状〕 （（明治）24年1月4日）一紙 上州北甘楽郡下仁田町　製糸社　北村隆⇒笠

岡　浅野冨平

当社が27日より休業のこと、勉強したいがい
ずれの製糸場も休業中であり、伯父上様の考
えを聞きたいこと等

38-104 〔書状〕 （明治）24年9月6日 一紙 群馬県前橋町大字神明町十七番地　横瀬傳八
郎⇒笠岡町　浅野富平

愚妻よねの懐妊にあたり御地での在勤決定の
世話等への礼

38-105 〔電報〕 （明治）23年2月1日 一紙 伊万里　山口卯助⇒笠岡　浅野富平 ツツ　ムジハヤツメ

38-106-
1 〔書状〕 （（明治）24年）12月20

日 竪帳 大阪市東区備後町三丁目第廿八番屋敷　藤埜
嘉市⇒笠岡港　浅野大人・理三郎理三郎

納戸壱丸出荷、精糸会社へ取替の金を受け取
り入記してほしいこと、愚弟への配慮の礼、
当地商況等、罫紙使用、38-106-1～2封筒入り

38-106-
2 記 （（明治）24年）12月20

日 一紙 藤埜⇒浅野 差引金の勘定内訳、三口分は会社より入金予
定

38-107 〔山陽女学校卒業式案
内〕 明治31年3月23日 一紙 岡山東山　私立山陽女学校⇒笠岡町　浅野富

平 第8回卒業式の案内書1通・式次第1通

38-108 〔書状〕 （明治）22年9月25日 一紙 備中高梁内山下　古木寅三郎⇒笠岡　浅野冨
治

短書を綴って差し上げること、製糸事業への
励まし等

38-109 〔書状〕 （明治）34年2月20日 一紙 奈良高天　雄山生（片桐鏻太郎）⇒笠岡町　
浅野大兄

当地での伝道の様子、宮川・三宅両氏の演説
会のこと、伝道のための懇話会を備中で実施
すること等

38-110 〔書状〕 （近代）2月28日 一紙 和田真次郎⇒浅野理三郎 今朝訪問の予定であったが節季のため取り紛
れており明朝に訪問したいこと

39-1 〔笠岡築港期成会規約関
係書類〕 明治32年12月14日 一括 笠岡築港期成会　仮会長　原田吉平⇒浅野富

平
会の規約の連絡、会長・副会長選挙への依頼、
2通

39-2 〔書状〕 （近代）10月10日 一紙 倉敷　森田佐平⇒笠岡　浅野冨治 老人様死去の悔やみ
39-3 〔書状〕 （近代）8日 一紙 会社ニテ　浅の⇒大塚・浅野理三郎 両人旅費は損のないよう書き出されたきこと
39-4 〔書状〕 （近代）10月31日 一紙 大坂　笠谷半兵衛⇒笠岡　浅埜冨治 粗菓送付の連絡等

39-5 〔書状〕 （近代）2月24日 一紙 笠岡製油会社　多賀善太郎⇒浅野老台 銀行の差引の計算、150円の不足があり万一の
時には貸してほしいこと

39-6 〔書状〕 （近代） 封筒 笠岡町長　原田吉平⇒浅野理太郎 （未開封）

39-7 〔書状〕 （近代）2月6日 一紙 鴨方　原田延一郎⇒笠岡　浅野大人 粗品を受け取っていただき、借金の延滞をご
容赦してほしいこと

39-8 〔書状〕 （明治23年）5月28日 一紙 大坂塩町三丁目　福田店　間嶋清兵衛⇒笠岡　
浅野冨平

老人の全快につき大慶、全件の承知、本家取
引の分は株券引き当てて月1の利息はご容赦し
てほしいこと等

39-9 〔書状〕 （明治23年）5月23日 一紙 大坂順慶町三丁目　間島清兵衛⇒笠岡　浅野
冨次

見舞いに行けない詫び、何かあれば通報して
ほしいこと

39-10 〔書状〕 （近代）25日 一紙 寿太郎⇒浅野 昨夜帰宅して会って話したいことがあるため、
連絡がほしいこと
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39-11 〔書状〕 明治24年11月28日 一括 東京市京橋区弓町四番地　江原助治郎⇒笠岡
港　浅野冨平

例の人物の帰国の際に金5円を貸したため、浅
野家を通して返却してほしいこと、借用証明
書同封

39-12 〔書状〕 （明治29年）6月15日 一紙 浅野長三郎⇒笠岡町　浅野冨平、利三郎
繁味氏は離縁し高松へ戻ること、公債借用と
貸席料亭での借金の返却について差図を受け
たいこと

39-13 〔書状〕 （明治26年）11月10日 一紙 木原銀行⇒笠岡　浅野冨平 本日第三十二銀行の渡り手形1葉（金額95円分）
を受け取ったこと

39-14 〔書状〕 （明治26年）11月17日 一紙 木原銀行⇒笠岡　浅野富平 昨日第三十二銀行の渡り手形1枚（金額100円
分）を受け取ったこと

39-15 〔書状〕 （明治26年）12月3日 一紙 木原銀行⇒笠岡　浅野富平 京都市伴庄兵衛からの振込金250円の預かり証
を送付すること

39-16 〔書状〕 （明治26年）12月6日 一紙 木原銀行⇒笠岡　浅野富平 三井銀行手形1枚300円を落手したこと

39-17 〔書状〕 （明治26年）12月14日 一括 木原銀行⇒笠岡　浅野富平
京都伴庄兵来より貴家に100円を振り込まれた
ので、その写を送付すること、金利変更連絡
の一紙同封

39-18 〔書状〕 （明治26年）12月23日 一紙 木原銀行⇒笠岡　浅野富平 第三十三銀行渡り手形3枚、金額250円を受け
取ったのでその写を送付すること

39-19 〔書状〕 明治16年11月25日 一紙 東江原村　村上喜平⇒笠岡湊　浅野冨平 坊野嶋吉の土地で1割の米が納められなかった
ため勘弁してほしいこと

39-20 〔書状〕 （近代）11月12日 一紙 備後福山　平岡全助⇒笠岡　浅野冨次
木綿の価格変動、その価格だと困るため相談
したいこと、大阪に行くため用向きがあれば
言ってほしいこと

39-21 招集状 明治27年6月21日 一紙 笠岡町会議長�町長　明石安蔵⇒笠岡町会議員　
浅岡冨平

赤痢病の蔓延に対し病院開設や予防消毒に関
する諸費を笠岡町の負担で行うことにつき会
議への参加依頼

39-22 〔書状〕 （近代）12月21日 一紙 西江原村　相田良太郎⇒笠岡町　浅野理三郎
染糸4丸の送付への礼、30反を送付すること、
また6丸程送付してほしいため4含分値段の計
算依頼等

39-23 記 明治30年8月14日 一紙 藤川旅館⇒御客様 茶料として金50銭を受け取ったこと

39-24 弘告 明治27年8月 一紙 浅野富平、池田伊八郎、石井守一ほか23名⇒
笠岡町　浅野富平

前代議士守屋此助君を第四区衆議院議員候補
者に推薦への賛成の依頼

39-25 〔回覧状〕 （明治）29年12月1日 一括 浅野富平,仁科藤太郎,小岡伝三郎⇒富士野治四
郎,田中伝吉,柳原利吉他10名

園井村小作の協議のため、本日午後6時に小見
山伝三郎方へ来てほしいこと、園井入作人名
の書付同封

39-26 紹介状 （近代）10月28日 一紙 丹波国福知山町　茂原茂⇒笠岡　浅野富平
西村熊吉氏は丹波第二基督教会の信徒で製糸
業に関わりたいため、笠岡製糸場を紹介した
こと

39-27 〔書状〕 明治29年5月9日 一紙 井原内田屋にて　柳本吉次郎⇒笠岡　浅野富
平

羽織等の布類を購入するために借用したいこ
と

39-28 〔書状〕 （近代）12月28日 一紙 走出村　名越徳太郎⇒笠岡　浅野冨平 大坂から荷物が届いていないか、大阪へ出船
することがないか確認の依頼

39-29 〔書状〕 （近代）5月27日 一紙 妹尾照⇒浅野 急用件を電報で川崎町池田宛に遣わしてほし
いこと

39-30-1〔書状〕 （近代）旧12月13日 一紙 東江原　田内正人⇒笠岡　浅野冨治
◎印品の不融通、見舞いに行けない詫び、干
し柿を笑納してほしいこと、39-30-1～39-
30-2が封筒同封。

39-30-2〔書状〕 （近代）1月19日 一紙 相田⇒浅野 社金の利子について相談したいこと

39-31 〔書状〕 （近代）4月7日 一紙 大坂難波新地　四原町壱番地　□□借家　高
田半四郎⇒笠岡港　浅野富平

借家探しの状況と盗難にあい所持品が残らず
全て亡くなり当惑していること、多忙につき
勉励する時がなくその時を待つしかなく、延
引してしまうこと等

39-32 〔書状〕 （近代）7月25日 一紙 川上冨恵⇒浅の
株式の件の感謝、現金50円を渡してほしいこ
と、後50円は永井へ返答の依頼、別紙通帳へ
100円記入依頼

39-33 〔書状〕 （近代）12月8日 一紙 藤原武二郎⇒笠岡町　浅野商店 織66反と白16反購入のため値段教示の依頼

39-34 〔書状〕 （近代）3月9日 一紙 玉島港　井上栄三郎⇒笠岡川辺屋丁　浅野富
次

藤野様宛の荷物を昨日積み入れたが、日和が
悪く今日出帆のこと、素麺をこの舟へ積み入
れてほしいこと

39-35 〔書状〕 （近代）4月13日 一括 仁科善七⇒浅野 書画の紹介と入用があれば知らせてほしいこ
と、「覚（書画の紹介）」同封。

39-36 〔書状〕 （明治）29年9月15日 一紙 斉藤利平⇒笠岡町　浅野 糸を9275にて2俵だけ渡してほしいこと

39-37 〔書状〕 （近代）10月23日 一括 笠岡尋常・高等小学校校長川井健治⇒議員浅
野富平

両陛下の御真影の奉戴式を来る27日に行うこ
と、同日に運動会を行うこと、2枚同封（ほぼ
同内容）

39-38 〔書状〕 （近代）2月7日 一紙 妹尾寿太郎⇒浅野 ご迷惑をかけたことへの詫び

39-39 〔書状〕 明治31年11月28日 一紙 笠岡町役場⇒浅野富平 忠海町要塞の兵営への入兵の見送り（出発）
の日時の変更通知

39-40 〔書状〕 明治25年3月4日 一紙 備後府中市村　政近チカ⇒笠岡殿川町　浅野
冨平

息子常三郎が笠岡では奉公口がなく九州鉄道
にて勉強のため、金2円借用依頼

39-41 〔書状〕 （近代）2月4日 一紙 備中後月郡井原村　仁科善七⇒笠岡　浅野理
三郎

為替金として40円の内訳（金11円・銅貨29円）
とそれを受け取ってほしいこと

39-42 〔書状〕 明治22年12月29日 一紙 笠岡女子尋常高等小学校長　田口義三郎⇒町
会議員　浅野冨平

明治23年1月1日午前9時30分より祝賀式を挙行
することの案内
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39-43 〔書状〕 （近代）4月3日 一紙 小林房吉⇒浅野 入用ができ、徳永氏の糸代を振り替えてほし
いこと

39-44 〔書状〕 （近代）30日 一紙 益藤良太⇒浅野理三郎

九州地方糸庄取組方の配慮への礼、現在は輸
出状況が良いがいつ変況があるか分からない
ので内地向きの取組を疎かにすべきでないこ
と等

39-45 〔書状〕 （近代）3月11日 一紙 後月郡井原邨　前瀧与十郎⇒笠岡町　浅野冨
平

以前より借り入れていた書籍の返却が遅れる
こと

39-46 〔書状〕 （年月日未詳）（近代）一紙 小田郡美川邨　守屋□太郎⇒笠岡町　浅野富
平

糸価据え置き等の連絡、木綿を買う意があれ
ば注文をお願いしたいこと

39-47-1〔書状〕 （近代）12月28日 一紙 名越白平⇒浅野冨平
よんどころなき方より金500円を依頼され、も
し承諾ならば期月等を知らせてほしいこと、
39-47-1～2封筒入り

39-47-2〔書状〕 （近代）12月29日 一紙 理三郎⇒父上 一時在換の期限を相談したいこと等

39-48 〔書状〕 明治29年11月5日 一紙 笠岡紡績株式会社　多賀善太郎⇒浅野富平 運賃の儀について船長より電報が届き、相談
していたが意見を伺いたいこと

39-49 〔報告書〕 明治29年3月 一紙 西大寺紡績株式会社創立事務所⇒笠岡町　浅
野冨平

3月4日の創業総会で決議されたことについて
の報告、印刷物

39-50 〔書状〕 （近代）6月26日 一紙 浅野商店⇒川上貞吉
本日糸入手の連絡、糸を売る専門ではなく木
綿製造もしておりムラ糸は困ること、金50円
の入用を渡すこと等

39-51 〔書状〕 （近代）11月20日 一紙 井原　梶原商店⇒笠岡町　浅野冨平 肥前早岐町の青木利助よりの廻り金50円をこ
の人に渡してほしいこと

39-52 〔書状〕 （近代）10月22日 一紙 守屋三保太⇒浅野理三郎 妹尾氏との話について聞きたいが、多忙と思
うため沙汰がくるのを待つこと

39-53 〔書状〕 （近代）9月12日 一紙 後月郡山野上村　三村敬四郎⇒笠岡町　浅野
冨平

神戸新栄株式会社臨時総会に欠席するため受
任の依頼、行かないなら他の人に委任状を預
けてほしいこと

39-54 〔書状〕 （明治29年）10月10日 一紙 広島県沼田郡川内村大字中調子　高瀬製糸会
社ニテ　津崎佐源二⇒笠岡町　浅野富平

愚生がキリスト教信仰に執心で、元来頑固で
あったが改善されたこと、当会社に繭が4,50石
あり尋ね分について帰省も近いため拝眉の期
に譲りたいこと、2紙1通

39-55 〔書状〕 （近代）8月17日 一紙 矢掛町　守屋三保太⇒笠岡町　浅野富平
妹尾氏一件の和済のため仲介依頼、紡績社配
当金渡しの依頼、町長助役の選定につき連絡、
2紙1通

39-56 〔書状〕 （近代）10月5日 一紙 製油会社　神部元和⇒浅野富平
簡木方の金融の件につき近日の内に廻り合う
予定がないこと、池田・妹尾への両通に捺印
を依頼したいこと

39-57 〔書状〕 （近代）1月27日 一紙 小田郡堺村大字黒木　藤原民太郎⇒笠岡町　
浅野商店

織反81反・白13反の都合94反の送付、下等の
分89反を送るので値段を高くつけて通知して
ほしいこと

39-58 〔書状〕 （明治）27年2月11日 一紙 備中小田郡堺村大字黒木　藤原民太郎⇒笠岡
町　浅野商店

織木綿84反・白木綿2反都合76反を送るので、
上値をつけてほしいこと、紺織2反を送るので
1反につき1円25銭位で売ってほしいこと、器
械取り寄せの依頼

39-59 〔書状〕 （近代）12月25日 一紙 福山　平田全助⇒笠岡　浅野冨次

長く滞留への礼、村瀧殿も無事で安心したこ
と、譲り証につき親父と相談すること、同人
身の上一件につき尽力し先祖も満足している
と察していること

39-60 〔書状〕 （近代）12月28日 一紙 木ノ子　三宅昇平⇒笠岡　浅野冨次 証文案紙・券証の送付依頼

39-61 〔書状〕 （近代）12月12日 一紙 木ノ子村　三宅昇平⇒笠岡川辺屋町�浅野冨平、
同当浪二

金談につき千円ばかりと申し上げていたが、
左様に入用ではなく400円程1月上旬頃まで借
用したいこと

39-64 〔書状〕 （近代）4月 一紙 津島顕⇒浅野富平
谷本半十郎の逝去と葬儀のこと、葬儀のため
オールガンを借用したいこと、風琴弾手の紹
介依頼等

39-65 〔書状〕 （近代）4月12日 一紙 伊木亀右衛門⇒浅野理三郎 大切の品拝借の礼

39-66 〔書状〕 （近代）8月8日 一紙 浅埜儀三郎⇒御池橋西詰入角　笠谷兄 生江濱舟が川口にて難船し掛物の送付が遅れ
ること、手形金の出金依頼等

39-67 〔書状〕 （近代）2月24日 一紙 製油会社　多賀善太郎⇒浅野 平木氏は岡山へ行き今晩帰る予定
39-68 〔書状〕 （明治）7月31日 一紙 吉岡茂助⇒浅野 藤野の醤油代金を受け取ったこと等
39-69 〔書状〕 （近代）旧11月21日 一紙 矢掛西町　赤沢卯一郎⇒■（笠）岡町　浅野 木綿を御地相場限りにて買取依頼

39-70 〔書状〕 （近代）10月8日 一紙（○+吉）⇒笠岡川辺屋町　浅野舶来店内　浅
主人

過日差し送りの石油代につき取り計らい依頼、
○印を過注文して困っているため為替200円借
用依頼等

39-71 舌代 （近代）10日 一紙 理三郎⇒浅野父上 西大寺村雀部氏甥某氏の紡績所株式40株の購
入申込みにつき相談のこと

39-72 〔書状〕 （近代）9月11日 一紙 銀行ニて　塚完⇒浅野富平 軍事公債の件につき決定されたならこの者へ
知らせてほしいこと

39-73 〔書状〕 （明治）21年1月28日 一紙 筑前直方古町　谷弥平⇒笠岡港　浅野富平・
商店中

岡山銀行への約定依頼、銀行送金手形の送付、
去冬仕切金の送付延引等

39-74 〔書状〕 （明治24年4月23日） 一紙 群馬県緑野郡美九里邨大字本郷町田方　北村
隆⇒笠岡　浅野伯父上

4円50銭送付依頼、高山社社長のもとにいるた
め安心してほしいこと

39-75 〔書状〕 （近代）9月17日 一紙 備後福山町　姉上宅ニテ　江原茂一郎⇒笠岡
町字川辺屋町　浅野伯父上

笠岡紡績所人事務に就きたいこと、編入につ
き福山紡績会社へ照会依頼等
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番号 標題 年代 形態 差出・作成 ⇒ 宛名 内容・備考
39-76 糸価直上通知書 明治29年8月19日 一紙 笠岡紡績株式会社⇒浅野富平 1個につき50銭直上げすること
39-77 糸直下ヶ通知書 明治29年10月14日 一紙 笠岡紡績株式会社⇒浅野富平 右を1円下げ、左を52銭下げとすること

39-78 〔書状〕 （近代）4月17日 一紙 寿太郎⇒浅野理三郎 三石耐火煉瓦株式の引受の取引は明日と決定
したこと、送金手形のこと等

39-79 〔書状〕 （明治）23年6月24日 一括 下仁田製糸社内　三輪恕鐵⇒豊前国中津カキ
ゼ鷹取源吾方　浅野富平

群馬県那波郡芝根村髙橋清平の蚕種の推薦、
北村姉の製糸業修行、新繭買のこと等、2通重
ね折り一括

39-80 〔書状〕 （明治）2月19日 一紙 伊万里町　山口商店⇒笠岡　浅野富平・仝理
三郎

送金延引の詫び、明日より出発し大阪にて入
金する予定であること

39-81 〔書状〕 （近代）24日 一紙 渡辺渡三郎⇒菱長方　浅野富平 本日5時頃に来店依頼、製糸につき承りたいこ
と

39-82 〔書状〕 （近代）1月9日 一紙 笠岡紡績株式会社創立事務所　三村政太郎⇒
浅野富平

勝四郎殿よりの450円の手形と150円の受取と
を受領したが、現金ではなく手詰まりとなり
困っていること等

39-83 〔書状〕 （明治）28年12月15日 一紙 笠岡井原間鉄道創立事務所⇒浅野富平 笠岡井原間鉄道発起人会への来集依頼

39-84 〔書状〕 （近代）2月5日 一紙 井原中町　髙橋紀藤太⇒笠岡村　浅野富治 一郎殿一条につき相談のこと、この件につき
金2円立て替えてほしいこと等

39-85 〔書状〕 （近代）4月30日 一紙 寿太郎⇒浅野
品物を御覧のうえお取り計らい下されたきこ
と、小生は煉瓦会社金談のため三石へ行く予
定であること

39-86 〔書状〕 （明治）24年11月23日 一紙 御野郡石井村大字下出石八十弐番吉岡内　小
野田伊之吉⇒笠岡　浅野富平

縁談の件に関して、藤原氏の人柄につき大兄
の考えをうかがいたいこと等

39-87 〔書状〕 未（近代）年4月1日 一紙 東江原村　田中正人⇒笠岡　浅野冨治
借用金につき阿部良造を代人に元利を返済す
ること、再び拝借依頼、養子の件につき申し
上げたいこと等

39-88 〔総会決議につき通達〕 明治29年6月18日 一紙 西大寺紡績株式会社　取締役社長　伊原木久
三郎⇒笠岡　浅野冨平 追徴証拠金の募集、支払い先の連絡、印刷物

39-89 〔書状〕 （明治）23年7月5日 一紙 肥前有田町　松尾良吉⇒笠岡　浅野冨平 白木綿・白嶋を注文したいこと等

39-90 〔書状〕 （明治）23年1月11日 一紙 肥前有田町　松尾良吉代萬亀吉⇒笠岡町　浅
野冨平

品物が直段にかかわらず捌けないため指し戻
すこと、代金送付延引の詫び等

39-91 〔書状〕 （明治）23年2月19日 一紙 木原銀行⇒笠岡　浅野冨平 渡辺与三郎殿・谷弥平殿の第七十九銀行手形
について記帳したこと

39-92 〔書状〕 （明治）26年8月22日 一紙 神榮株式会社⇒笠岡　浅野冨平
生糸売却の不調、本国の気配が悪く見送りた
い旨、農商務所技師今西君より聞いた日米の
生糸の状況等

39-93 〔書状〕 （明治）28年6月28日 一紙 廣島県沼田郡川内村　北村隆⇒笠岡町　浅野
伯父上

工女の一件につき至急連絡してほしいこと、
ねじ師の件について伺い等

39-94 〔書状〕 （明治）23年12月18日 一紙 備前国上道郡三櫂村大字門田邑英天神裡　小
寺照⇒笠岡村大字笠岡川辺屋町　浅野富治

忰は快方に向かっていること、加地子一件に
つき土地を至当の相場で売却してほしいこと、
小妹とギール氏とで近国へ伝道に行きたいこ
と等、2紙1通

39-95 〔書状〕 （明治）28年5月10日 一紙 岡山孤児院　石井⇒笠岡町　浅野大兄
九州での移動につき助言、宮崎ならば教会員
の白井、高鍋ならば岳父に会えば周旋してく
れるであろうこと

39-96 〔書状〕 （明治）28年5月31日 一紙 神榮会社　横濱支店⇒日向国高鍋町甲斐頼三
方　山陽製糸会社　浅野富平

本日より商事新聞送付のこと、その地の様子
を知らせてくれたことへの礼等

39-97 〔書状〕 （明治）22年3月10日 一紙 理三郎⇒大阪西横堀新天満橋大西利作方　父
上（浅野富治）

器械買い求めの件、山白見本の備後町本店へ
の送付のこと、紡績嶋販売の示談のこと等、2
紙1通

39-98 〔書状〕 （明治）26年6月15日 一紙 安田義行・川口助一郎・川口源右衛門他3名⇒
笠岡山陽製糸会社　浅野冨平

製糸につき貴社工場へ訪問の際の礼、名越社
長へよろしく伝えてほしいこと

39-99 〔書状〕 （明治）23年11月25日 一紙 美作国英田郡倉敷村　雀部咸宜⇒笠岡村　浅
野富平

当地は生計の道も少なくキリスト教信者はな
いこと、遡流の時代だが賢く運動をすべきこ
と、為換送付連絡等

39-100 〔書状〕 （明治）30年5月7日 一紙 但馬八鹿橋本屋方　宮川友之助⇒笠岡町　浅
野富平

金10円受取、柚木兄や教会の諸兄姉へよろし
く伝えてほしいこと、安息日には参り兼ねる
こと等

39-101 〔書状〕 明治23年7月27日 一紙
群馬県北甘楽郡下仁田町下仁田製糸社内　山
口県平民　三輪恕鐵⇒笠岡町大字富岡　浅野
富治

上州の製糸業の様相、上州人の気質、国光社・
下仁田製糸社・碓氷社の営業内容等

39-102 〔書状〕 （明治）28年6月13日 一紙 神栄株式会社　野々坂弥輔⇒笠岡町　浅野富
平

竹原手島製糸場への資金渡しにつき心添えの
礼、関東等の生繭価格・作柄等

39-103 〔書状〕 明治29年7月31日 一紙 大阪市東区備後町三丁目第廿八番屋敷　藤埜
嘉市⇒笠岡町　浅野大人・理三郎

山陽製糸会社配当金・笠岡紡績会社分の合計
67円40銭の落手、諸株式の景況、肥料の売却等、
2紙1通

39-104 〔書状〕 （近代）3月24日 一紙 小田郡堺村大字黒木　藤原民次郎⇒笠岡町　
浅野商店

織色木綿・白木綿の送付連絡、直段教示の依頼、
為替金日歩のため50円の借用依頼等

39-105 〔書状〕 （近代）3月 一紙 矢掛町　今卯⇒笠岡ニテ　浅野 品物買取の依頼

39-106 〔書状〕 明治32年12月11日 一紙 笠岡町長　原田吉平⇒浅野理三郎 笠岡築港につき期成会規約と会員募集方法等
の協議のため来会依頼、印刷物

39-107 〔株主総会案内・委任状〕明治32年6月～7月 一紙 笠岡製油株式会社　社長　平木深造⇒笠岡町　
浅野理三郎

定時株主総会および臨時株主総会の案内と委
任状

40-1 覚 酉（近世）年正月3日 一紙 胡屋恵助⇒老濱屋富平 代金銀受取

40-2 〔書状〕 （年未詳）6月10日 一紙 大坂　弥助⇒笠岡　浅野富平 注文の利久酒3箱の中身の違いにつき当方は事
情がわからず辛抱されたきこと
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番号 標題 年代 形態 差出・作成 ⇒ 宛名 内容・備考

40-3 〔書状〕 丑（近代）年11月27日 一紙 上野嘉七⇒西横堀大西屋利作方ニて　老濱屋
富兵衛

三石昆布は備前表の仕入れがあり品物がない
こと、来月積参る予定であること

40-4 〔書状〕 （近代）11月4日 一紙 須見村　定金浦蔵⇒大坂にて　浅野富治 品物の直段不調のため預り依頼、せんぶり相
場の教示依頼等

40-5 〔書状〕 （近代）4月20日 一紙 備中有漢邨　荘三郎吉⇒笠岡港　浅野冨平 手紙を持参した出雲国市原謙之介なる碁囲家
の推薦および周旋の依頼

40-6-1 〔書状〕 （近代）12月25日 一紙 相田老人代理　相田嘉三郎⇒笠岡川辺屋町　
浅野理三郎

本家老人が七嶋萱買入のため金員を依頼して
いたがその金を池田へ渡してほしいこと、40-
6-1～2封筒入り

40-6-2 〔書状〕 （近代）12月25日 一紙 相田嘉三郎⇒浅野理三郎 1月4、5日まで金100円程の借用依頼

40-7 〔書状〕 （近代） 一紙 稲木　塩飽氏⇒笠岡町　浅野
上高瀬村のことにつき立腹であろうが勘弁下
されたきこと、織色木綿上等・下等の代価の
連絡

40-8 〔書状〕 （近代）10月3日 一紙 柚木ゟ桑田繁太郎⇒浅野理三郎 織色木綿を買い入れたきこと

40-9 〔書状〕 （近代）1月16日 一紙 浅口郡鴨方村　原田延一郎⇒笠岡町　浅野冨
平

備後地方縁談の儀は10日ほど回答の猶予がほ
しいこと

40-10 〔書状〕 （明治）20年1月25日 一紙 筑前直方ゟ　谷彌平⇒笠岡　浅野冨平 稲吉丸の荷物について安価物を調えてほしい
こと等

40-11 〔書状〕 明治29年7月16日 一紙 小田　三宅辰吉⇒笠岡町　浅野御店 染め糸の送付、こんやとの染め賃をめぐるや
りとり等

40-12 〔書状〕 （近代）11月28日 一紙 浅野理三郎⇒浅野父上

富太郎入院のことについて礼、大阪の藤埜氏
よりの書状により上阪すること、神戸市でペ
ストの新患者が出たため同地への立ち寄りは
無用であること

40-13 〔書状〕 （近代） 一紙 浅野舶来店ニテ　半四郎⇒父上 商法の儀につきうかがい、夏着物を下してほ
しいこと、笠谷半兵衛のこと等

40-14 〔書状〕 （明治）24年4月27日 一紙 群馬県緑野郡藤岡町高山社ニテ　北村たか⇒
笠岡　浅野富平 金子送付の礼

40-15 〔書状〕 （明治）11月20日 一紙 藤野きの・きみ⇒備中笠岡　浅野富平 尊公様・大坂兄上様より嘉太郎へ厳しく申し
聞かせてほしいこと

40-16 〔電報〕 （明治）7月25日 一紙 備後町三　藤野嘉一⇒本町　牧茂八方　浅野
富次 ヌシ一ソ高松ヤレ

40-17 〔電報〕 （明治）7月7日 一紙 備後町三　藤野嘉一⇒本町　牧茂八方　浅野
富次 高松何ボナラヒサトル値段聞カセ

40-18 〔電報〕 （明治）7月23日 一紙 高松内町田中方　藤野繁太郎⇒本町　牧茂八
方　浅野富次 ヌシイマカケナレメ三二上ナラコカスツメ

40-19 〔電報〕 （明治）6月19日 一紙 高松ヒカシハマ町　イツミマタヘイ方　藤野
嘉一⇒本町　牧茂八方　浅野富次 イテヤカネギンコエイレスト受取リヲケ

40-20 〔電報〕 （明治）7月17日 一紙 高松内町田中庄八方　藤野繁太郎⇒本町　牧
茂八方　浅野富次 ココノカス何ホ買う

40-21 〔電報〕 （明治）6月10日 一紙 馬関観音崎町　徳永ヤスヘイ方　藤野嘉一⇒
本町　牧茂八方ニテ　浅野富次

アトフネキレテニシキツヨイ一四トリツメテ
コクチウレアスノホル

40-22 〔電報〕 （明治）6月7日 一紙 備後町三　藤野嘉一⇒本町　牧茂八方　浅野
富次 手紙タカスアトニヒヤクウリカメテ出す

40-23 〔電報〕 （明治）6月5日 一紙 馬関　観音崎　徳永ヤスヘイ方　藤野嘉一⇒
本町　牧シゲカタ　浅野富次 イマキタノホリスクナイアト一四ヨリ売るな

40-24 〔電報〕 （明治）7月29日 一紙 藤野嘉一⇒牧茂八方　浅野利三郎 ミタネ安いアトマテ

40-25 〔電報〕 （明治）7月21日 一紙 高松内町田中庄八方　白井シゲタロ⇒本町　
牧茂八方　浅野富次 ツミフネマツスクタセ

40-26 〔電報〕 （明治）7月27日 一紙 高松内町田中庄八方　藤野繁太郎⇒牧茂八方　
浅野富次 ミタヲサカエタツネル

40-27 〔電報〕 （明治）7月21日 一紙 備後三　藤野嘉一⇒牧茂八方　浅野利三郎 ミタ安いコカシコミ三円なら売れエタス

40-28 記 （近代）1月7日 一紙 備中小田郡小田　三宅辰吉⇒笠岡町　浅野利
三郎 白木綿・織の送付連絡と買取依頼

40-29 〔封筒〕 （近代）3月15日 一紙 野殿彌輔⇒浅野 封筒上書「浅野様　座下」、同裏書「三月十五
日　野殿彌輔拝」、未開封

40-30 〔書状〕 （近代）7月20日 一紙 笠岡紡績株式会社創立事務所⇒浅野理三郎 藤野直三郎へ委託の神社移転の絵図面につき
伺い

40-31 〔封筒〕 （近代）7月16日 一紙（差出・宛名なし） 封筒上書「浅野冨平殿　御依頼書」、同裏書「七
月十六日　池野光二」、未開封

40-32 〔書状〕 午（近代）年12月3日 一紙 東江原　田中正人⇒笠岡　浅野冨治 大坂聞合せの儀、金員拝借依頼の了承への礼、
眼痛病のため療養のこと等

40-33 〔書状〕 （近代）9月6日 一紙 西江原村　相田嘉三郎⇒笠岡町　浅野富平 神戸神栄会社の割引手形のこと、弊家の分は
横浜表へ廻すこと等

40-34 〔書状〕 （近代）7月12日 一紙 岡山県御野郡南方原友次留　小寺照⇒川辺屋
町　浅野愛兄

忰の脚気の療養のため与井村の親族で医師の
池田のもとへやりたいこと、このための金を
借用したいこと等

40-35 〔電報〕 （明治）7月27日 一紙 高松内町田中方　藤野繁太郎⇒牧茂八方　浅
野冨治 シヤウケ何本つつあるナレメナンホある

40-36 〔電報〕 （明治）7月25日 一紙 備後三　藤野嘉一⇒本町牧茂八方　浅野利三
郎

ミタヤスイテトク二五ナラ売れイカナタロ待
つへしあるまで待て

40-37 〔書状〕 （明治）32年1月13日 一紙 児島郡藤戸　星島寛⇒笠岡町　浅野冨平 小田郡金浦村大字生江濱の明石佐一郎の人柄
や業務につき聞合せのこと

40-38 〔書状〕 （近代）9月6日 一紙 笠岡町　妹尾寿太郎⇒浅野 小生は今回は大いに覚悟していること等
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番号 標題 年代 形態 差出・作成 ⇒ 宛名 内容・備考
40-39 細鉄請取通 明治5年8月～11月 横帳 冨屋清三郎⇒浅野冨次 ―
40-40 覚 酉年2月～6月 一紙 冨田屋保左衛門⇒（宛名なし） 細鉄の受取り記録の書き上げ

40-41 〔電報〕 （明治）7月28日 一紙 高松内町田中方　藤野繁太郎⇒牧茂八方　浅
野冨治 ヌレアトサラニペケ

40-42 〔岡山銀行株主臨時総会
決議書・通知書〕

明治29年7月11日～
12日 一括 岡山市橋本町四拾番邸　株式会社岡山銀行⇒

笠岡　浅野光 関連する2紙封筒入り

40-43 〔書状〕 （近代）3月3日 一紙 矢掛町　赤沢⇒笠岡ニテ　浅野利三郎 この人へ〆切金を渡してほしいこと

40-44 〔算用書上類〕 （近代） 綴 ― 浅野・間島等宛ての代金算用関係の書類16通
綴り

40-45 〔算用書上・領収証類〕 安政6年8月8日～文
久元年5月3日 一括 ― 主に老濱屋富平宛ての書類7通重ね折り一括

40-46 〔金子借用証券類〕 明治8年6月24日～同
14年5月11日 一括 ―

すべて浅野富平差出の書類6通重ね折り一括、
最も外側の一紙に「十四年度　戻り証」の書
き込みあり

40-47 〔領収証類〕 文久元年正月5日～
万延元年9月24日 一括 ― 老濱屋富平宛てと蛭子屋茂助宛て（老濱屋富

平差出）の書類一括、10通重ね折り一括

40-48 〔書状〕 （年未詳）6月23日 一紙 福本屋安之丞⇒老濱屋富平 一件について役介になったことの礼、不快中
のため不参の詫び

40-49 〔書状〕 （年未詳）6月3日 一紙 仁井枩⇒伊丹やニ而　老濱屋冨平 ○印の品については度々の便りの通り不都合
であるためお断りすること

40-50 〔書状〕 （年未詳）11月28日 一紙 伊丹藤ニ而　恵助⇒各様 表について江戸表の直段等のこと、いずれ富
平より書状があるだろうこと等

40-51 〔代金書上〕 （近代） 横帳（差出・宛名なし） 人名、品目、代金の書き上げ、「廿六年」とあり、
明治26年ごろのものヵ

40-52 〔廻状〕 （近代）12月25日 一紙 クリスマス委員⇒柚木小柾、間田チカ、江浪
本家他20名

今夕6時より会堂において祝会を催すのでぜひ
参加されたいこと

40-53 〔代金受取書類〕 文久3年12月～同4年
正月7日 括り ― 老濱屋富平宛て、笠岡胡屋源次郎差出のもの

等、3通

40-54 〔領収証・算用書上類〕 （明治14年） 綴 ―
老富宛て書類等、外側に「明治十四年二月廿
六日登り　三月十三日下り　買物付書状方々」
とあり、11通

40-55 〔受取書・算用書上類〕 （嘉永7年） 一括 ―
生江濱屋冨平宛等、10通1綴と2通を巻込一括、
外側に「寅九月ゟ十月迠荷物請取書　嘉永七
年」とあり

40-56 蝙蝠傘気配相庭 明治7年4月13日 横帳（○+吉）⇒（○+富） 相場書き上げ

40-57 金子借用証券 明治8年10月10日 1通 備中国舩尾村三百四十五番地　借用主　山本
豊治⇒笠岡村　浅埜富平 金130円借用

40-58 記 明治10年10月12日 一紙 西江原村今市　道城弥助⇒浅野富平
昨9年4月大坂本田長門屋佐兵衛へ差し出した
縞木綿の代金5円が差し越されず同人より取り
立ての依頼

40-59 記 丑（明治10）年10月 一紙 備中西江原今市　弥助⇒老濱屋冨平 大阪九条本ゼン壱丁目長門屋佐平殿より縞木
綿代金5円受取の依頼

40-60 〔書状〕 （近代） 一紙 笠紡商務掛⇒浅野富平 受領証を送るので入手されたきこと

40-61 〔臨時総会決議依頼書〕 明治32年5月19日 一括 備前紡績株式会社⇒（宛名なし） 臨時総会の目的事項の書上げと議決依頼、2通
一括

40-62 覚 酉（近世）年正月10日 一紙 □岡屋　□左衛門⇒老濱屋冨平 代金支払い関係、破損のため内容の詳細不明
40-63 証 明治16年3月8日 一紙 伊澤元八⇒浅野富治 木綿代金受取につき
40-64 座敷拝見 （近代ヵ） 一紙（差出・宛名なし） 座敷の名称と画家名の書き上げ

41-1 〔書状〕 （近代）9月5日 一紙 小林準二郎⇒浅野理三郎 昨日姫井医師の診察を受けたこと、3週療養す
れば全快するとのこと

41-2 記 （近代） 一紙（差出・宛名なし） 人名・金額、「有物」の項目書き上げ
41-3 記 （近代）1月25日 一紙 三宅辰吉⇒浅野 織物の送付連絡、回答依頼のこと

41-4 〔領収証類〕 文久元年5月7日～11
月29日 一括 大黒屋元助,老濱屋儀助,住吉屋藤兵衛,林屋銀

蔵⇒老濱屋富平,伏見屋岩吉 利金等の受取り、6通重ね折り一括

41-5 覚 （近代）12月30日 一紙 曽根弥七⇒有岡新蔵・浅野富平 木材等代金書き上げ

41-6 〔書状〕 （明治ヵ）20年10月5
日 一紙（∧+ヤ）（印「直方　谷彌平」）⇒浅野商店 木綿納方代金37円30銭と注文の生地の送付

41-7 〔書状〕 （近代）7月13日 一紙 寿太郎⇒浅野 平木氏、稲・妹氏、丸岡氏等に引き続き相談
したこと、浅野とも相談したいこと等

41-8 〔書状〕 （明治ヵ）20年7月12
日 一紙 馬関南部町河崎正太郎殿ニテ　谷彌平⇒笠岡

港　浅野富平・店中
先日の注文品代金を送ること、繰綿の高騰の
ため木綿代金が割高であり配慮依頼等

41-9 記 （近代）6月19日 一紙 渡辺與三郎（印「本店　借預り不要　紋與」）
⇒浅野富平 七九銀行引出手形にて代金303円80銭送付

41-10 〔書状〕 （近代）9月26日 一紙 藤原正太郎⇒浅野大兄 鷹取より伝えられた貴店手数につき恐縮のこ
と、出荷した荷物につき質問等

41-11 〔書状〕 （近代）7月25日 一紙 川上冨恵⇒浅野 糸の勘定金を渡してほしいこと、注文品の内
容

41-12 〔書状〕 （近代） 一紙（差出・宛名なし） 糸の送付と代金につき連絡、後欠

41-13 〔書状〕 （近代）1月23日 一紙 川上冨恵・茂平⇒笠岡町　浅野商店 秋方の品物より上等な物を送るため実見され
たきこと、直段の相談のこと

41-14 〔封筒〕 （近代）11月15日 封筒 矢かげ　赤沢卯一郎⇒笠岡ニテ　浅野 中身なし

41-15 〔案内状〕 明治32年3月17日 一紙 笠岡尋常小学校校長川井健治、町長欠員中助
役橋本由典⇒議員浅野富平 卒業証書授与式挙行につき案内



岡
山
大
学
大
学
院
社
会
文
化
科
学
研
究
科
紀
要
第
五
十
四
号
（
二
〇
二
二
・
十
二
）

（22）

番号 標題 年代 形態 差出・作成 ⇒ 宛名 内容・備考
41-16 〔封筒〕 （近代）12月29日 封筒 吉濱　三宅清三郎⇒笠岡町　浅野理三郎 中身なし

41-17 〔書状〕 （近代）27日 一紙 笠岡町　笠岡製油株式会社　平木深造⇒浅野
理三郎

昨夜多賀奥吉方から帰社し、27日正午に出立
の積り、大人と相談の依頼

41-18 〔封筒〕 （明治）29年5月15日 封筒 深津村　石井彌三郎⇒笠岡町　浅野冨平 中身なし

41-19 記 （明治）29年1月29日 一紙 篠井信太郎（印「備后国■■　篠井■太郎」）
⇒浅野冨平 布代金算用書き

41-20 記 （明治）26年10月31日 一紙 笠岡町　岡本嘉三郎⇒本浅野 9月分、10月分代金算用書き

41-21 〔封筒断簡〕 （近代）10月27日 断簡 笠岡［　　　　　］⇒大坂西横堀新天［　　　］
大西利作方　浅野富次［　　］ 中身なし、断簡

41-22 〔封筒断簡〕 （近代） 断簡［　　］仁科善七⇒［　　］満橋東詰［　　］ 中身なし、断簡
41-23 記 （近代） 一紙 備中井原　仁科善七⇒明十銀行 手形関係の代金書き上げ

41-24 〔書状〕 明治29年9月30日 一紙 株式会社岡山銀行笠岡支店⇒浅野冨平 貸勘定・小切手振出・利息関係の確認、貸勘
定に相違がない旨の書付雛形の一紙挟み込み

41-25 〔封筒〕 （近代） 封筒 相田嘉太郎⇒笠岡川辺や町　浅野冨平 中身なし、上書：「金八銭封入」
41-26 〔封筒〕 （近代） 封筒 富平⇒笠岡港　浅埜富平・同富次 中身なし

41-27 〔書状〕 （近代）9月9日 一紙 うた⇒兄上 儀助が新造船おろしの不足金100円を浅野より
借りることにつき助力依頼

41-28 〔書状〕 （明治）29年10月19日 一紙 笠岡紡績株式会社⇒池田伊八郎 社債の払込金遅延により遅延利子を添えて払
うこと

41-29 〔書状〕 （明治）15年2月21日 一紙 有岡新三⇒浅野 坂地為換について喜原銀行宛の為替の取組依
頼

41-30 〔封筒〕 明治20年1月25日 封筒 村上喜平⇒笠岡　浅野冨治 中身なし
41-31 〔書状〕 （近代）6月18日 一紙 渡辺與三郎　本店⇒浅野冨平・理三郎 代金送付遅延の詫び、手形金額121円93銭送付
41-32 〔書付〕 （近代） 一紙（○+□）⇒浅野理三郎 相談したいことがあり来社されたいこと
41-33 〔封筒〕 （近代）2月25日 封筒 三宅辰吉⇒笠岡町　浅野店 中身なし
41-34 〔封筒〕 （近代）6月5日 封筒 小田郡小田村　三宅辰吉⇒浅野店 中身なし
41-35 記 （明治）27年7月16日 一紙 名越白平⇒浅野 立替利子等算用書き
41-36 口上 （近代）3月21日 一紙 老儀三郎⇒本菰口 物品書付の内容を確認されたきこと

41-37 〔封筒〕 （明治）24年7月12日 封筒 岡山市七番丁　安部礒雄⇒備中笠岡　浅野冨
平 中身なし

41-38 〔封筒〕 （近代）2月8日 封筒 竹原　國保文輔⇒備中笠岡　浅野冨平 中身なし

41-39 〔書状〕 （近代）12月6日 一紙 松尾良吉⇒浅野商店 布の注文、代金は大阪より為替があり次第送
付のこと

41-40 〔封筒〕 （近代）11月12日 封筒 中川村大字浅海　高月富太郎⇒笠岡　浅野 中身なし

41-41 〔封筒〕 （近代） 封筒 浅野富平⇒平木深造 中身なし、上書：「此外ニ委任状御添付差出候
也」

41-42 〔書状〕 （近代）3月20日 一紙 坂国國蔵⇒浅野富平 追々蚕糸の季節のため当地に来臨されたきこ
と等

41-43 〔書状〕 （近代）7月30日 一紙 藤埜嘉市⇒浅野大君・家族中
舎弟嘉十郎の怠惰に困却しており京阪では奉
公先も決まらないため、尊家にて丁稚同様に
扱ってほしいこと

41-44 〔書状〕 （近代）7月12日 一紙 相田老人⇒浅野理三郎 襖1間上等の物・焼物の購入依頼
41-45 〔書状〕 （近代）9月20日 一紙 繁太郎⇒浅野理三 本月10日以降の朝日新聞の借用依頼
41-46 覚 酉（近代）年4月20日 一紙 嶋屋冨次郎⇒生江濱屋富平 代金算用書

41-47 〔封筒〕 （（明治）29年6月13
日） 封筒 大阪南区塩町通三丁目九十六番屋敷　福田吉

兵衛⇒笠岡町　浅野冨平 中身なし

41-48 〔封筒〕 （（明治）24年）7月26
日 封筒 玉島上本町　牧茂八⇒笠岡港　浅野冨平 中身なし

41-49 〔封筒〕 （（明治）23年）2月14
日 封筒 後月郡西江原村備陽藍会社員　川上章次郎⇒

笠岡　浅野冨次郎 中身なし

41-50 〔書状〕 （近代）4月28日 一紙 由典⇒浅野 江原茂一郎氏の後任書記につき相談
41-51 口上 （近代） 一紙 三宅辰吉⇒浅野店 品物送付と通帳記入の依頼、代金の振込等

41-52 〔封筒〕 （近代）3月15日 封筒 備後福山府中町　平田徳次郎⇒大坂西横堀御
地橋西詰角　笠谷半兵衛 中身なし

41-53 〔書付〕 （近代） 一紙 辰吉⇒浅野 木綿送付の連絡、糸相場の教示依頼
41-54 〔書状〕 （近代） 一紙 三宅辰吉⇒浅野 船運の運賃につき
41-55 〔書状〕 （近代）10月31日 一紙 堯太郎⇒浅野理三郎 依頼の件につき教示依頼

41-56 記 （明治）29年10月17日 一紙 高見屋平次郎（印「讃岐国多度津港」）⇒笠岡　
浅野冨平 運賃および仲仕への気付として1円受取

41-57 〔書状〕 （明治35年）3月15日 一紙 石井弟⇒浅野喜兄 荘君より相談の時日は18日に岡山にて実施し
たいこと

41-58 〔領収証類〕 （近世） 一括 仁井屋松蔵、大黒屋元助⇒老濱屋冨平 領収証、代金支払い依頼書、2通重ね折り一括

41-59 記 （近代）8月22日 一紙 斎藤瀬平⇒浅の冨平 金22円を受領のうえ木綿2丸を渡してほしいこ
と

41-60 覚 （近世）6月18日 一紙 仁井屋松蔵⇒老濱屋冨平 金3両1朱・札4匁7分6厘受取
41-61 〔封筒〕 （近代）9月20日 一紙 大坂　藤埜嘉市⇒浅野冨平・同冨次 中身なし
41-62 創立目論見 （近代） 一紙（差出・宛名なし） 資本金、収入高、支出高等の書付

41-63 笠岡尋常高等小学校運
動会順序 （近代） 一紙（差出・宛名なし） 運動会の式次第、印刷物

41-64 〔封筒〕 （明治） 封筒 笠岡紡績株式会社　仁藤（ヵ）堯太郎⇒笠岡
町　浅野 中身なし
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41-65 〔書状〕 （近代）7月11日 一紙 田口重親⇒浅野冨治
先日の馳走の礼、当地はコレラ盛のこと、旧
領一条・旧公債処理のため村名等の教示依頼、
木綿価格等

41-66 〔書状〕 （近代）旧暦8月12日 一紙 相田老人⇒浅野理三郎 村社・旧社の祭典式の案内

41-67 覚 酉（近代）年5月17日 一紙 蛭子屋金介（印「■■　布類　備中笠岡　蛭
金」）⇒生濱屋冨平 129匁8分4り受取

41-68 山陽製糸株式会社定款 （近代） 一紙（差出・宛名なし） 印刷物
41-69 〔書状〕 明治29年9月18日 一紙 岡山銀行笠岡支店⇒浅野冨平 証書金970円の照会

41-70 〔書状〕 （近代） 一紙 茂平村　大本苦楽一⇒（宛名なし）
祖父大本安衛が申し上げた借用金2000円の儀
は目下無用の金であるため貸さないでほしい
こと

41-71 覚 文久元年5月23日 一紙 笠岡　住吉屋　藤兵衛⇒老濱屋冨平 金90両受取

41-72 〔封筒〕 明治29年1月3日 封筒 笠岡町会議長　町長　明石安蔵⇒笠岡町会議
員　浅野冨平 中身なし

41-73 〔封筒〕 （明治）28年5月29日 封筒 神戸栄町三丁目　神栄株式会社⇒熊本市通り
四丁目宗嘉次郎様方　浅野冨平 中身なし

41-74 〔書状〕 （近代）4月14日 一紙 間嶋清兵衛⇒浅野尊兄
笠谷半兵衛について評議のこと、半兵衛に親
族らで説諭をしたこと、儀助の帰国理由につ
いて質問のこと等

41-75-1〔書状〕 （近代）9月4日 一紙（○+富）浪二⇒父上
刻（煙草）の差配につき依頼、品物の仕立て
のこと、小谷殿仕切状のこと等、41-75ｰ1～2
巻き込み一括

41-75-2〔書状〕 （近代）9月8日 一紙 新茂兵衛⇒老濱屋富平、伏見屋岩吉 当地の木綿値段が引き上がっていること、木
綿買い入れの金札のこと

41-76 〔書状〕 （近代）6月18日 一紙 三村政太郎⇒浅野理三郎 白木綿・手紡キ綿の注文

41-77 〔書状〕 （近代）8月8日 一紙 鴨方　徳永正平⇒浅の理三郎 結構なる品々送付の礼、木綿について引き続
いてのお引き立てを願うこと

41-78 〔書状〕 （近代）2月3日 一紙 藤原正太郎⇒笠岡町　浅野商店 送付の白木綿の為換として50円を渡してほし
いこと

41-79 記 （近代）7月7日 一紙 斎藤瀬平⇒浅の富平 10円送金の連絡、木綿1丸を渡してほしいこと
41-80 記 （近代）4月3日 一紙 江原新町　山本松平⇒笠岡町　浅野冨平 筵等代金算用につき

41-81 〔書状〕 （近代）3月27日 一紙 谷本正郎⇒浅野老台 生糸価格、日本生糸の輸出額、外国よりの糸
の輸入額等の教示依頼

41-82 〔封筒〕 （近代）2月7日 封筒 丹羽寛次郎⇒浅野冨平 中身なし

41-83 〔封筒〕 明治32年10月8日 封筒 三石耐火煉瓦株式会社　三村政太郎⇒笠岡町　
浅野富平・妹尾伍平 中身なし

41-84 〔封筒〕 （近代）5月29日 封筒 小田郡　三宅辰吉⇒笠岡町　浅野店 中身なし
41-85 〔書状〕 （近代）23日 一紙 伏嘉⇒老浪 直組するべきことにつき

41-86 〔書状〕 （近代）10月26日 一紙 笠谷商店⇒浅野富平 品物注文の礼、武力鑵高直につきそのあたり
は勉強してほしいこと

41-87 〔封筒〕 明治29年7月31日 封筒 笠岡紡績株式会社⇒笠岡町　浅野富平 中身なし
41-88 〔封筒〕 （近代）10月27日 封筒 多賀善太郎⇒浅野 中身なし
41-89 〔封筒〕 （近代）旧7月13日 封筒 城見村　横井満吉⇒川辺や町　浅野 中身なし

41-90 〔代金算用書〕 （寅（近代）10月～11
月） 一括 武本善助⇒浅埜冨治 品目・代金書上、2通重ね折り一括

41-91 〔書状〕 （明治）29年1月13日 一紙 深津　石井商店（印「備後　深津郡深津村　
木綿商　石井彌三郎」）⇒浅野

代人を遣わすため御勉強のうえ取引下された
きこと

41-92 〔書状〕 （近代）5月9日 一紙 久岡尚太郎⇒浅野 伏越にて家屋を借りたことへの礼、家税納入
方の遅延について連絡のこと等

41-93 〔電報〕 明治7年5月29日 一紙 神ノ松本⇒冨治 「算用大違い　金持ち下り待つ」

41-94 〔裁判代人関係書類〕 明治15年4月12日～
13日 綴 （差出・宛名なし） 裁判へ代人を差し出すことに関する「容体書」、

「御請書」、「委任状」、3通




